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益
で
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現
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1年
十
ニ
月
三
日!1
會
に
與
へ
た
對
外
關
係
に
關
す
る
メ
セ
ー

.ジ
•で
次
.の
如
く
言
つ
て
居
る
。
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支
那
に
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け
る
同
國
の
自
生
獨
立
を
可
能
な
汐
し
む
る
た
め
の
，金

_
投
資
を
獎
勵
す
る
政
策
は
、

.，，門
月
開
放.政
策
：に
對
し.て
新
生
命
と
實
際
的® 

用
と
を
與
ふ
名
の
結*
と
.な
，つ
た:°
,現
政
府
の
終
始

一

賞
せ
る
目
的
は
、
支
那
が
合
衆
國
其
他
の
列
强
と
の
：條
約
で
誓
つ
た
根
本
的
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改
革
を
進
渉.せ
し
め
自
國
の
：開
發
を
訐
る
に
際
し
、

.
ア
メ
リ
ヵ
資
本0
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用
を
惩
憑
す
る
に
あ
つ
た
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:
と
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而
し
て
ー
度
び
央
敗
に
終
つ
た
極
來
に
於
け
る
弗
外
交
が
、
爾
後
の
期
間
に
於
て
如
何
に
重
大
な
效
梁
を
齋
す
に
至
つ
.た
か
に
就
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は
支
那
に
於
け
る
國
際
偕
款
團
の
成
立
と
米
國
の
關
係
を
論
述
す
る
次
の
機
會
に
於
て
取
扱
ふ
こ
と
^

し

た

い

と
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至
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國
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對
支
.
S

中
、滿
洲
に
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す
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取
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滿
洲
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す
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け
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も
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幣
制
改
革
及
滿
洲
實
業
振
興
借
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間
題
が
あ
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が
、
こ
れ
は
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梵
上
國
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借
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に
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囘
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績
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手
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し
た
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徒
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、
一
切
世
界
救
濟
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讓
の
：下
に
、
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嘉

幾
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そ
の
農
議
濟
の
爲
め
の
新
し
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土
地
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商

業

Q

樊

及

び

手
i

s

展
S

め
I

し
い

市

場

の

獲

得

を

昆と
し
て」

、
登

^
^

サ
ン

主
朝
を
覆
し
、
と
れ
と
相

前
後
し
てシ
リ
ア
を(

六

三

四

丨

六

三

.六
年)

、

ニ 
.チ

ブ

ト

を

(

六
&

0

1

.

m

l

7
. 
'

北

岸

を

.

(

六
九
八
£

•

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
國
か
ら
奪
ひ
、
歐
土
に
渡
つ
て
は
西
班
牙
I

領
し(

七
.ニ

年

)

、
贾

に

フ

ラ

ン

ク

拿

く 

た
。

.
と
の
最
後
の
企
，て
は
、

プ
ラ
シ
ク
王
國
の
ヵ
ア
ル
.

マ
ル
テ
ル
'の
震
に
よ
り
ト
ゥ

ル
.又
は
ボ
ア
テ
ノ
.エ
に
於
い
て
挫
祈
し
た
ず 

.

(

七
三
一
I

し
か
I

こ

に

繁

し

た

こ

と

は

、

シ
リ
ア
の
占
領
に
：よ
る
東
洋
貿
易
路
.
の
、.
エ

ザ

ブ

ト

の

摄

に

よ

る

そ

の「

穀
倉」 

め
、.そ
の
他
の
志

Q
.

占
S

よ
る
、
そ

.
f

l

.

の
I

I

I

観

人

口

に

•

て
I

I

 

に
、
地
中
f

挾
み
、
.

の
I

ら
ず
西
班
牙
に
於
い
て
は
と
I

f

す
I

破

：じ
て
、
'
ニ
つ
の
世
採
的
宗
敎
の
、
I

I

I

^

 

督
敎
界
と
の
對
立
、

こ
れ
で
あ
つ
た
0

.;
:

:

.

’
.中
.世
西
歐
に
於
け
る
商
業
の
復
活
,

i
一

一

(

九
プ)



jぺ‘I調kflill
II
IS崎丨:k;-

!t.

r
:

m

讓

四

軟

に

於

け

る

：
商

業

の

：
復

活

■

I

 

r

九

六

0〕

 

'
:こ
の

.1|
立

は

;*
代

儆

豫

巴

文

獨

を

哺

育

し.
_
た

そ

の

土

地

.を

分

離

せ

し

め

、

嘗

て

の

ゲ

ル

マ

ア

ネ

ン

襲

來

に

際

し

て

も

ょ

く

耐

ぇ

た
 

t

ろ

.

.
痛

管

、

掼

習

、

l

i
等

を

、

こ

れ

摩

と
.：全

く

異

塞

調

め

名

の

と

1
:

部

分

と
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へ

：
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肇
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內
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坐
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る

地

中

海
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奪

湖

水

」

た

き

*

S

め

：
て

フ

黎

袭

.太

：
部

■.

遍

そ

れ

ま

で

に

^
し

て

居

た

と

こ

ろ

の

取

邦^
西

推

と

を

結

び

つ

け

る

役

劁

杜

そ

の

手

か

ら

士

り

あ

げ

ら

れ

C
、

：
そ

の

.代

り

に

?:
れ

は

こ
 

の

亦

者

を

隔

撤

す

る

使

命

を

興

へ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

嘗

ズ

杜

こ

め

内

海

'(
0

#
在

忙

ょ

り

、

フH

ー

ー

シ

ア

人

セ

ょ

っ

u

>
叉

は

希

I

V
 

に

、

或

は

羅

馬

人

に

ょ

の

て

東

邦

の

文

化

を
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が
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營
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歡
1
巴
の
；歷
史
の
■重
心
は
、
地
中
.悔
沿
岸
を
離
れ
て
北
方
に
移
り
、ぞ
れ
.ま
で
は
史
上
：に
於
い
て
續
か
に
小
さ
な
役
割
を
愤 

ず
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
フ
ラ
ン
ク
王
國
が
、
こ

こ
に
始
め
て
火
役
を
か
つ
て
出
る
こ
と
に
な
つ
た
。
即
ち
囘
敎
徒
に
ょ
る
地
中
海
の
閉 

鎖
と
力
口
リ
ン
ガ
#
の
登
場
と
の
間
に
は
、
單
に
同
時
性
上
の
一
致
の
み
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
謂
は
^
因
艰
の
關
系
バ
， 

す
る
の
で
あ
る」

と
、
ア
ン
リ
•
ビ
レ
ン
ヌ
は
云
っ
て
居
る
。
彼
は
ま
た
次
の
如
く
語
る
0「

フ
ラ
ン
ク
王
國
は
.中
世
歐
羅
巴Q

礎
石
た 

る
べ
く
運
命
付
け
ら
れ
た
。
然
し
そ
の
遂
行
し
た
使
命
は
、
そ
れ
に
先
き
だ
っ
て
、
倚
銃
的
な
#
界
秩
序
の
倒
壤
と
い
ふ
こ
と
を
そ
の 

必
'^
修
f
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
若
し
か
く
の
如
く
歷
史
の
進
展
が
そ
の
順
當
な
進
路
か
ら
外
れ
る
こ
と
fe
-
か
っ
た
な
ら
ば
、
カ
ロ
リ 

ン
ガ
王
朝
は
中
世
史
上
に
登
場
を
要
求
.さ
れ
る
I

孜
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
し
、
囘
敎
な
く
し
て
は
フ
ラ
ン
ク
帝
國
は
^
ら
く
#
在

せ

ず
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ま
た
マ
ホ
メ
ッ
ト
な
く
し
て
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力
ア
ル
大
帝
は
識
ら
れ
る
こ

と

な

か
つ
た
に
相
違
な
い」
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人
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餘
裕
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I

の
は
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ィ
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經
篇
關
係
の
優
越
、
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ロ)

從
っ
て」

切
の
生
產
部
門
中
に
於
い
て
農
業
生
産
が
支
配
的
地
位
を
I

る
こ
と
、'(

ハ
的
經
濟
組
織
と
領
主
に
人
格
的
に 

星
す
る
住
民
と
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有
す
る
大
土
地
所
有
、(

一一)

而
h

て
こ
の
各
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地
の
.
獨
立
、'(
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從
っ
て
政
治
楮
ヵ
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散
筹
で
あ
る
と
沄
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れ
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濟
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中
世
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に
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け
る
商
業
の
復
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六
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に
袭
ね
ち
れ
て
居
た
。
而
し
て
フ

ラ

ン

ク

,(
D
主
權
は
、
そ
の
近
隣
と
■の
戰
淨
に
ょ
つ
て
.獲
得
せ
る
土
地
5:
從
軍
容
に
そ
の
報
酬
と
し
て 

分
與
し
た
こ
と
、
：並
び
忙
當
該
戰
爭
の
频
繁
さ
に
趣
く
疲
弊
と
に
ょ
り
>
 

漸
次
に
そ
の
塞
礎
を
簿
く
し
て
行
.つ
た
。
即
ち
一
方
に
於

い
 

て
王
搬
の
縮
少
す
る
と
同
時
に
、
他
方
，に
於
い
；て
獨
立
的
な
地
：方
的
統
治
者
と
な
つ
た
大
：土
，地
.所
有
客
の
勢
力
の
增
大
が
あ
り
、
し
か 

も
こ
の
後
素
が
、常
初
國
主
：か
M

ね
ら
れ
-^
行
政
上
の
職
務
を
世
襲
と
す
る
に
伴
ひ
、初
め
に
は
國
ま
の
手
に
集
中
さ
れ
.て

居
た
す
ベ 

て
の
最
高
備
ヵ
は
漸
次
國
王
の
手
中
か
ら
喪
失
さ
れ
て
行
く
に
至
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
殘
餘
の
中
央
權
カ
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握
し
た
宮
宰rMajor 

d
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m
u
s
)

の
職
さ
へ
も
'-
,最
も
强
カ
.且
つ
宵
有
な
一
地
主
の
•世
襲
物」

と
な
る
に
及
び
、「

こ
のr

門
の
代
表
者
の1

人」

で
あ
り
、
且
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■m
j
記
サ
ラ
セ
ン
.の
侵
入
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擊
退
し
て
陵
威
を
擧
げ
た
ヵ
ア
..ル
•
マ
ル
テ
ル
の
'子
た
る
ピ
ビ
ン
•
フ
ォ
ン•

：

ヒ
リ
ス
タ
.ル
が
、
.右
の
經
濟 

的
に
は
全
く
無
力
化
し
て
居
た
メ
'
 

ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
王
朝
を
、
法
王
ザ
ヵ
ザ
ア
1
5の
承
認
を
受
け
た
上
で
、
こ
れ
を
褎
し
て
こ
こ
に
新
t
に 

.ヵ
ロ
リ
シ
ガ
王
朝
を
建
て
た
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
力
ロ
リ
ン
ガ
王
朝
は
、
ひ
と
り
サ
ラ
セ
ン 
'の
’廣
略
を
原
因
と
し
て
の
み
焚
卜
-に
^
は 

.に
な
つ
炎
の
で
は
な
い
。
フ
ラ

y
ク
王
國
內
部
に
於
け
る
、
王
權
の
經
濟
的
無
力
化
を
ま
た
そ
の
興
起
の
因
由
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の 

で
あ
る
P
M
に
は
、
こ
の
王
權
の
縮
少
を
來
し
た
と
こ
ろ
の
大
土
地
所
有
の
發
展
に
こ
の
原
因
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
足 

つ
て
こ
の
意
味
に
於
い
て
ヒ
レ
ン
ヌ
が

、「

•ヒ
ビ
ン
の
ク

ウ

デ
タ
ア
は
一
王
朝
が
他
の
主
朝
に
と
つ
て
代
つ
た
こ
と
に
止
ま
る
も
の
で
な 

い」

2

と
述
べ
た
言
葉
を
玩
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
ヘ
ら
れ
る
。
こ
の
：注
意
の
下
に
、
本
稿
は
彼
の
著
書
の
示
す
跡
を
一
部
分
、即

ち
そ
れ
は
十
一
世
紀
に
於
け
る

商
業
の
復
興
を
、
そ
し
て
そ
の
限
り
に
於
け
る
中
世
都
市
の
成
立
の
一

斑
を
、
迪
り
行

く

企

て

を

持

つ
 

の
で
あ
る
o

(

2) 

Pirenne, Op. cit. p. 26.

, 

. 

.

. 

' 

1
、 

■

;

;

ま
さ
に
、
.大
約
丸
世
紀
以
降
の
歐
羅
巴
に
浮
る
社
會
的
經
濟
的
構
成
は
、
こ
れ
に
先
き
立
づ
と
こ
ろ
の
翁
の
そ
れ
と
確
然
と
^

 

別
せ
I

べ
き
も
の
で
あ
る
0.
そ
れ
は
こ
れ
に
先
行
す
る
S

紀
の
單
な
る
襲
に
と
I

f

の
で
も
な
く
、
ま
た
か
く
の
如
く
デ 

I

ベ
I

Q

f

な
い
。
昼
一
つ
の
も
の
は
、
そ
奚
に
於
い
て
判
然
と
蔚
せ
ら
れ
I

I

の
I

的
經
濟
l

i

活 

領
或
に
於
け
る
別
個
の
秧
序
に
屬
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
,0

.
然
し
か
か
る
.概
括
化
は
、
直
ち
に
一
部
史
家
の
反
對
す
-る
と
こ
ろ
と
な
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ら
,

玄

の

衣

-
I 

t

 

此
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
f

的
經
濟
的
讓
を
持
つ
と
I

云
は
な
い
で
も
、
k

に
一
歩
を
讓
つ
て
ピ
レ
ン
ヌ
の
如
^
^

な
代
の
.傳
統
.の
'破
瓌
の
上
に
打
ち
建
て
ら
れ
た
と
比
較
的
S

I

言
を
.以
つ
て
し
て
も
、
要
す
る
に
中
世
社
會
の
麗
の
獨
自
的
职 

質
I

調
す
る
場
合
に
は
、
古
代
と
中
世
.の
繼
續
を
、
：即
ち
發
展
の
繼
續
隹
張
す
る
論
者
に
と
-0
て
.は
、
〒

と

な

ら

ざ

る

も

の

一

は

な

いQ

1

.
る

。

例

へ

：ば

：ア

ル

フ

ォ

ン

ス'
■•
•
>ブ
シ

、

の

如

き

、

ハ

ィ

ン

リ

ッ

ヒ•
ジ

ィ

フ

V

キ

ン

ク

の

I

 

ま

さ

き

0
-

後

者

S

す

f

 Q

で

I

。

素

よ

り

こ

こ

に

擧

げ

た

雨

史

家

とf

*
そ

れ

ぞ

れ

そ

の

主

張Q

論

據

と

す

る

.と

こ

I

 

異

な

る 

o 

r 

. 

* 

- 

’

問
題
を
簡
單
.に
ず
る
爲
め
に
、
右
の
如
き
概
括
化
.
を
歷
史
研
究
た
於
，い
て
行
ふ
I

の
是
非
6

い
て
論
t

..こ
と
は
差
し
按
へ
よ 

ぅ
。
.
そ
.

^

比
、本
稿
'
の
企
て
.
る
と
こ
ろ
と
餘
：り
に
懸
け
離
れ
た
問
題
で
.
も
あ
る
か
ら
。
S

更
に
右
の
.
ぅ
ち
ト
フ
シ
ユ
の
論
駿
も
蔽

r
 

1

と
.

^

あ
げ
な
い
こ
.
と
に
じ
た
'.
ハ
o

，と
い
ふ
の
.
は
、■
彼
は
、.
か
の
民
族
大
樣
動
に
よ
•
つ
'.て
經
濟
的
様
相
は
何
等
本
質
的
變
化
を
蒙
ら
な 

含
だ
と
す
る
：こ
と
に
於
い
て 

そ
じ
て
一
地
中
海
が
經
濟
の
中
t

.
繁
榮
5:
.
:維
持
し
た
と
す
る
こ
.
と
に
^'

い
て
、(

4

>

e

-レ
ン
ヌ
と
共
逋
點

.を
有
ず
る
か
：ら
で
.あ
り
、
：こ
れ
に
次
い
.
で
は
.こ
の
主
張
を
語
明
す 

マ中
世
西
f

於

け

.る
觀
業
の

_
活 

：
セセ翼三

)
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^
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.
r
j
y
y
.
t
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?
*
f
»
{
n
t
f
c
?
f
c
.
.
?
.
.
r

t̂t̂
hc 
^ 
ひ
.
4
0

 ̂£̂
.hf.パ
.

x
^
4 

- 
skr

.中
世
砰
歐
.に
於
け
る
荫
翁Q

敗
.活 

七
.八
：

C

九
，六
.四)

る
%;
-
の
ど
1>
'で
彼
.於
翁
げ
た
多
ぐ
の
逛
«
%!
1
.々
謝
す
る
と
と
は
、S

現
相
れ
筆
者
の
有
す
る
肋
®
を
遙
故
に
た
こ
：と
せ
あ
り
.
 

同
時
め
^

^1.
部
分
こ
れ
を
^ ：
ぎ

谷4
；

し
•て
も
1
そ
.れ
は
十
分
に
’獨
立
o'
論
警
榄
成
す
る
毁
甯
^

#
を
梓
ラ
か
:̂
-で
あ
る
^
J 

本
認
餱
1ー
十
六
觀
士
酿
に
於
い
で
勤
苕
は
>
^
問
跹
を
一

應
親
ふ
と
こ
ろ
あ
ヴ
だ
ダ
-̂-̂̂

薇
發
騰
段
嗾
謝
の
靈
し
參
照
。
 

?-)

.ドv
'̂;
チ
；̂

四
セ
六
苹
は
晚
か
的
&

襄
い
で
勰
敗
务
玄
酣
办
勋
課
し
尨
こ
と
ほ
、
決
1,
ー
て
艾
化
の
杀
.き
沒
|

餘
.び 

.る
も
ゆ
で
，な
'い
、：と
去
4
办
ぼ
、
&

办
.#
に
縣
た
に
歸
家
を
築
い
た
ゲ
ル
>'
ァ
ネ
ン
'は
，
范
を
葙
せ
^

つ
た
か
ら
、
と

1K
つ
て
居
る
。

-̂
-Alfons bopschv wirtschafdiclrednd 

s
o
N
i
a
r

o
m
n

CL-Ia-gen der 

e
u
r
o
p

sl
s
c
hrt
l
'
n 

Kulturentwkklung ： 

a
d
M
tx
olr
tNeit von

p

i

-
 

^
w
,
» 

R
 

^
 

0

3

i

?
 

s

o

* 

p
 

w
. 

s
.

(

5) 

Vgl. Alfons Dopsch, 

Die 

Wirtschaftsentwickiung 

der Karolingerzeit vomehmlich in 

Deutschland. 1922. Bd.IL s ， 

1
8
0

 

fr.

(

6〕

.

.
ド
 K.

グ
，
チ
の
見
解
を
要
約
：せ

.る
も
の̂
し
て
は
、
.
.
.

popsch,.. Naturalwirtschaft. und Geldwirfschaft in der wehgeschichte, 1930. 

.が
：好
個
で
あ
ら
う

0

殘
■る
當
面
.の
，問
題
.は
、
'ビ
レ
.ン
ヌ
の
主
張
，に
對
す
る
ジ
ィ
プH
キ
シ
ク
の
反
駿
が
、
艰
し
て
そ
の
企
圖
す
る
如
く
、
反
駁
た
る
に
値 

す
る
も
，の
で
あ
る
か
否
か
の
吟
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
.ィ

フH

キ
ン
ク
も
そ
の
總
て
に
於
い
て
ビ
レ
ン
ヌ
に
反
對
す
る
も
の
で
は
な
いc

然
し
彼
が
後
者
の
論
斷
を
容
認
す
る
點
は
、
力
，
 

ロ
リ
ン
ガ
朝
時
代
が
新
た
な
エ
ポ
ッ
ク
灸
»
味
す
る

と

い
ふ
ー
事
に
更
い
て
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
認
容
の
す
ぐ
後
に
續
v>
r
、

「

*
代
と
中
世
と
の
間
に
本
來
的
の
區
別
を
置
か
ん
が
爲
め
に
、
ビ
レ

ン
ヌ
の
爲
し
た
や
う
，に

カ

ロ

リ

ン

ガ
王
輒
と

メ

ロ

ヴ

ィ

ン

ガ

王

與
 

と
の
間Q

差
異
を
强
調
す
る/J

と
黛
し
差
し
い
で
あ
ら
う
か」

蟲
問
を
放
つ
て
居
る
。(

7;

そ
し
て
彼
はm
q

問

!̂自
ら
次
の
如

!

Im b

4

 
へ
る
夕
即
ち
、

V 
■ 

:

:.
:

;

.

メ
，f

ィ
ジ
.ガ
_

時

代

毖5

て
交
易
•の
.蜃
藝

し

が

つ

I

も
桷
ら
ず
、
：.こ
、れ

に

飞

ミ 

萎
縮
し
|,

と
：は
、
交
易
0
|

的
崩
壤
が
_
^
|

の
|

に
太
る
.|

拉
-
ゆ
れ
て
.廣
|

れ
ば
な
ら
放
い
|
|
|
?

で
f
 

は
.侃
處
置
出
す
l

o
 

f

 
I

紀
fc
於
け
|
«

の
交
8

濟
|

■

钱

|

い「

气
ア
ウ
レ
I

ヌ
ネ 

デ
ィ
オ
ク
レ
テ
n

、n

y
ス
タ
'ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
支
配
の
下
に
新
た
に
帝
國
が
護
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
く
新
た
な
工
ポ
ッ
ク
を

潇
ノ
た
と
云
は
藤
I
s
:

が
、
..こ

害

疆

期

の

經

靈

：a
l

發
■

中
に
，
雩

べ
き
で
あ
る
。
則
1
8

鐘

成

霧

た

I.

ン
.ド
へ
ル
ダ
.ャ
フ
I

そ
西
歐
の
經
濟 

て
'決
定
的
I

の
で
あ
り
、
そ

し
て
そ
れ
t.%

菜

勇

#
治
^:
瘍

f

來
_

義

で

V
ン
參
九

■

に
於
い
て
J

ン

f
 ̂

0

て
'
 

そ
れ
は
ま
さ
に
、
こ
の
古
代
後
®
に
起
浞
す
る 

グ
ル
.ン
_r
ヘ
ル
t.■

フ
：ト
か
^

.

3

 

ハ

：

'
.
ン

：

-

こ

れ

は

結

局

藤

に

於

い

て

カ

ロ

リ

ン

ガ

王

朝

置

Q
.

内

的

原

因

た

る

も

の

と

し

て

揭

げ

た

と

こ

ろ

が

、

ジ

イ

フ

ェ

キ

ン

ク

に

ょ

つ
 

て

、

そ

の

興

起

の

、

從

？

ま

た

こ

の

王

朝

を

境

と

し

て

：
の

自

鐘

濟

的

諸

關

係

の

優

越

の

、

唯

一

の

：原

因

と

し

て

擧

げ

ら

れ

て

居

る
 

こ

一

疼

哲

募

'^ ;
歡

I

.
に

■

で

晋

々

に

了

馨

農

'き

と

は

、

中

世

卦

癖

社

會

の'成

立

の

原

因

と

し

て

、

ピ

レ

ン

ヌ

の
 

詉

ぐ

と

麻

：容

か

ー

半

の
^

‘
ぞ

^
セ

史

於

ジ

イ

ア

-:
'
，

■

ン

ダ

の

述

べ

る

と

こ

ろ

も

そ

の

他

半

の

み

に

過

.ぎ

な

い

と

い

ふ

こ

と

で

あ

:
中

佌

西

软

に

於

け

る

S

の

觀

：

■

'
七
九
：

(

九
六
五)
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I

中
，他
.
.
西
.歐
に
於
け
厶
苘
樂
の
抜
沽 

AO
 

(

i
ハ
.六〕

る
。
し
て
み
れ
ば
ジ
ィ
フ
エ
キ
シ
.ダ
の
.皮
駿
は
反
駿
た
ら
ず
し
て
、
却
っ
で
そ
れ
自
身
，の
ぅ
知
に
‘
史
上
：の

に
基
か
し
め
る
と
い
ふ
方
法
論
上
0.
缺
陷
を
自
ら
顯
は
に
す
る
も
の
：と
^
は
ね
ば
な
ら
.な
.い
で
あ
ら
ぅ
0

.

.
'
.
.
.
、

 

■

 

..

..

 

..

..
 

,

, 

.

. 

.

Hr
 

. 

' 圓
.
' 

-
:
圓
 

... 

'

:

;
 

■ 

: 

. 

.

.

.

.

.

. 

.■
■
:

.

.

^

二

.
,
.
：

.

.

前
述
の
如
く
、
囘
敎
徒
0
地
中
海
貿
易
掌
握
に
よ
っ
て
'
歐
羅
巴
に
於
.い
.て
は
由
然
經
濟
的
諸
關
係
の
.優
越
の
過
程
が
顯
は
に
開
始 

さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
こ
..の
こ
と
は
、
カ
ロ
•ソ
ン
.、ガ
壬
朝
時
代
に
於
い
'て
、
.謂
,
.
力
ア
ル
大
帝
の
寒
が
內
隱
讓
た
る
こ
と
を 

そ
の
本
質
と
.し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
そ
れ
は
對
外
的
交
易
を
.缺
く
と
こ
ろ
の
謂
ゆ
る
^
鉞
的
國
家
で
あ
り
、
海
外
市
場
を&

>

せ 

ざ
る
.國
寧
で
あ
っ
、た
と
.袞
は
ね
ば
な
ら
な
い
0
か
く
し
て
こ
そ
1
そ
の
あ
ら
.ゆ
る
生
'沾
領
域
に
於
い
て
土
地
(6
占
め
る
#
^
性
の
絕
對

-化
の
意
.義
は
確
か
め
ら
れ
る
0C9〕

..

■-
 

.
- 

:
 

.

,

C9)

こ
：の
點
に
於
い
て
、
か
の
：民
族
大
移
動
に
‘よ
る

力
.ロ
リ
ン
ガ
王
朝
以
前
の
時
代
の
.
.
經
濟
的
社
會
的
發
展
は
.、

甚

だ

異

る
と

こ

ろ

の

、

寧

'
ろ
別
個
の
結
采
を
裔
し
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
*
前
述
せ
る
如
く
で
あ
る
？
即
ち
ゲ
ル
マ
ア
ネ
、

V

の
來
襲
に
.よ
っ
て
、
そ
の
結
果
羅
馬 

V 
.

..
帝
國
は
、
，純
粹
農
槳
經
濟
に
の
み
轉
じ
も
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
從
っ
て
都
市
生
霊
び
に
商
業
活
動
が
沈
滞
し
た
の
で
も
な
か
：っ
た
の 

-
■ 

'で
あ
■る
か
ら
。

\
 

:

っ-

-

-

,

.勿
論
カ
ロ
リ
ン
ガ
主
朝
治
下
に
於
け
る
.こ
の
轉
化
が
一
擧
に
.、

そ
し
て
徹
底
的
に
行
は
れ
得
た
わ
け
で
決
し
て
無
い
こ

と

は

、

斷

る
 

:_
:t
で
も
な
い
■で
あ
ら
ぅ
。
例
へ
ば
、
世
界
交
易
史
上
に
於
い
て
特
異
の
地
位
を
占
め
る
香
料
は
、
こ
'の
王
朝
の
.下
に
.於
い
て
も
依
然
と 

,

し
セ
.そ
.の
、輸
入
が
繼
續.さ
れ
た.の
，で
あ
つ
た
。
問
題
は
た

r
 .
こ
れ
が
、
3
フ
ン
'
ク
自
らの
手
に
よ
つ
て
直
接
能
動
的
に
，行
は
.れ
る
こ
と 

、
此
較
伸
少
か
，っ
た
と
い
ふ
點
に
存
す

る
。
し
か
も
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ク
が
進
ん
で
こ
れ
か
ら
手
を
退
い
た
の
で
は
決
し
て
無
く
、
こ
1
を

_
I

!

I

:し丨.::ぼ@ !-

:悉想:::_

試
：み

ん

泛

す
.る
熱
望
に
も
拘
ら
ず
、
.自
然
的
人
爲
的
障
碍
.に
よ
つ
：て
；
そ
：
の
實

.現
を
|1
:
む
な
く
阻
ま
れ
た
に
過
ぎ
な
い
0
即
ち
こ
の
香
料 

貿
易
は
中
世
を
通
じ
.て
间
.敎
權
カ
の
^
占
す
.る
と
.こ
'ろ
と
な
つ
た
の
で
あ
..る'が
、
素
 ̂

の
囘
敎
徒
が
海
上
支
配
を
5

層

.
 

鞏

固

：に
し|

'と
.に
基
4
 

.
即
ち
九
世
紀
I

じ
て
、
.そ
れ
は
西
班
牙
の
南
方
：バ
：レ
|

ッ
ク
諸
島
を
、
コ
ル
シ
力
を
、
女
ル
デ
ィ
-
 

T
を
、:

シ
：シ
H

领
じ
.ハ
又
そ
の
征
服
途
上
.に
於
.い
て
彼
等
は
：麗
利
加
消
岸
に
新
都
市
を
、
'即
ち
そ
の
'商
業
>
の
极
據
划
を
作 

つ
た
。
例
へ
：ば
テ
：
^
 ニ
ー
ス
を

C

六
九
八
1

七
.〇
三
年)

，
そ
の
南
方
に
メ
土
デ
ィ
ア
'

^:
«r
l
を
建
I
し
^
ハ
レ
ル
モ
は
、
テ
ィ
タ
ー
ー
ア
ン
海
に
於
け
る
そ
の
'根
據
地
>
な
.り
、
そ
の
船
隊
は
こ
の
海
上
を
全
く
そ
の
支
^
の
下 

に
於
い
て
こ
れ
を
橫
行
し
た
の
で
あ
つ
-た
。
' 或
は
.そ
の
商
船
は
西
歐
の
物
產
を
一
應
力
イ
ロ
に
蓮
び
更
に
こ
れ
を
、ハ
グ
ダ

ッ
ド
に
送
り 

或
は
プ
.ロ
グ
プ
シ
ス
や
伊
太
利
の
沿
岸
I

め
■

た
。
，C
れ
等
劫
8

の

i

は
八
.八

九

年
5

ィ
ス
.，ょ

り

程

遠

か

ら

ぬ

マ

ラ

ク

シ 

ネ
t

;ム
.を
占
杈t
、
，
そ

の

後

約

L

世
紀
に
毫
弋
近
隣
の
住
民
を
絕
ぇ
ず
脅
か
し
”
更
に
凇
孓
^

利
に
通
ず
る
道
路
を
襲
つ
た
.の
.で
：あ
つ
た
^

^

.

:

:

:

'

丨

^̂
 ̂

:

:

r
o
o
I
 
種
.の
史
實
は

 

A
l
o
y
s

 Schulte, G
l
i
c
h
t
e
d
e
s

 

l
e
l
a
l
t
e
l
e
n

 

Handels und 

v
e
l
r
s

 

I
c
h
e
n

 

w
s
d
i
c
h
l
a
n
d

 

Und,ltauen..l90p

B
'c
u
. 

X.'

に
多
く
揭
げ
ら
れ
て
居
る
や
ぅ
で
あ
る
が
、
未
だ
筆
者
は
こ
の
書
を
被
見
す
る
こ
と
を
得
な
、

,,
:か
が
象
，|

そ

の

義

を

防

が

ん

.̂
:
ふ

て

ヵ

ア
|
:大
帝
羞「

|

繼
者
^
が

 ̂

そ
の
後
十
一
世
紀 

に
：於
け
.る
ス
ル
：
マ

ジ

の

侵

略

^
_

せ
ん
と
し
：て
こ
f

得
な
か
契
こ
I

同
じ
く
、
失
敗
に
歸
し
た
こ
と
ほ
、
共
忙
フ
ラ
ン
ク
王
.
 

國
が
本
質
上
.、
內
曉
の
國
セ
.
S
た
I

を
說
明
ず
る
接
つ
•て
好
個
な
、
.
•そ
.し
そ
最
も
理
^

等
潰
略

_

し
て
：：の
防
禦
|

、海
軍
カ
を
必
要
と
す
る
、し
か
も
と
の
；玉
靡
は
こ
れ
に
耐
ふ
.ベ
I

隊
を
有
す
る
こ
と
な
か
つ
た
の 

蕃

つ

t
: 

A

ら
o
:

〕

节
し
セ
.，こ
.
.の
^

^

か

ら

爸

 

て
：ま

着

れ

の

諸

產

業

部

門

間

.に
於
い
て
占 

中
傭
蜃
に
.於
f

商
看
復
锊 

八
：一' 

一
5
ィ
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!
i
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汉?

f
i
1

,中
世
西
殷
£
於
げ
る
、商
業
め
、復
活 

八
二 

c

九
六
八
：

J
. 

.

.

. 

■ 

'
,
.

め
る
地
歩
が
、
韋
要
さ
を
持
つ
虻
の
で
故
か
0
だ
ど
袞
は
れ
ね
ぱ
«
ら
な
^
左
、
：ビ
レ
ン
我
は
說
く
？
勿
論
：彼
は
そ
：の
際
に
も
、
こ

の 

九
世
紀
^̂
^

る
諸
文
献
中
に
商
人
ー
^
诗

^
日
界
辑
匀
仏
^
爸

^

に
就
い
て
記
錄
ザ
ち
^̂

辕
し
：と
.o'
期
に
於
げ
各
文
献
：の
數

*:£

比
じ
て
そ.の
：'記
載
樺
め
て
；少
ぎ
^
と
か
ら
じ
.て
：、
.'
更
：に 

大
帝
の
諸
法
規
中
に
商
業
に 

關
f
る
i
の
甚
だ
.#
き
こ
ど
和
ら
：U
て
、'そ
れ
等
は
重
要
性
を
帶
び
名
と
と
.大
な
.ら
ざ
る
も
の
と
論
斷
す
る
0
8

こ
の
點
に
關
し
て
、 

彼
は
、
'例
へ
ぱ
ド
プ
^̂

の
如
き
と
は
、
全
く
對
跪
的
地
.位
に
立
ら
主
其
は
^

Q) 

Pirenn

が op. dt pp. 

3
S
.

00
 

wl.>l̂
.- 

^
 

•
 

.

.

■:
:
.
:
:
要
す
各
に
：カ
|1
-
.リ
\
ガ
朝
時
代
の
商
業
は
：甚
だ
縮
少
さ
れ
た
範
圍
の
も
の
で
あ
办
、
英
吉
利
海
峽
に
臨
ん
だ
ク
ァ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
、 

ラ
イ
ン
下
流
の
ド.ゥ
ル
シ
テ
：ッ
ー
デ
の
、兩
地
：に
於
い
て
、
；
ス
；ロ

'ヴ
ィ
.ン
ガ
朝
^
引
き
續
い
て
フ
.
.ラ'ン
ダ
：ア
ス
.の
織
物
等
の
船
舶
運
送
：の
行 

は
れ
る
以
外
に
は
、
當

時

窗■
と
稱
す
ベ
I

;
の
は
、
葡
萄
酒
？
鹽
等
：の
必
需
品
の
輸
送
：、
禁
斷
、の
奴
鍊
寶
買
、
東
洋
の
財
貨
が
西 

班
牙
^
は
ヴ
ご
一
ス
か
ら
猶
太
人
の
仲
介
に
よ
つ
て
物
々
交
換
的
に
行
は
れ
て
居
た
の

 

從
つ
て：

ピ
レ
ン
ヌ
は
專 

.
r

の
商
人
階
級
が
正.
i

fc
交
易
に
從
■
す
る
こ
と
は
、
囘
敎
徒
の
侵
入
に
よ
.る
地
中
海
謹
以
後
に
於
い
七
そ
の
跡
を
迪
る
こ
と
を 

得
な
い
と
云
ふ
0
C13)

し
か
も
こ
の
九
世
紀
に
於
い
て
多
數
の
市
場

(mercatus)

の
存
在
し
た
事
實
は
、
.何
等
右
の
確
認
と
矛
盾
す
る
も 

の
で
な
い
の
で
あ
る
。

；

と
'云
ふ
の
は
、
そ
れ
等
の
市
場
た.る
単
に
地
.方
的
な
小
市
場
に
過
ぎ
な
か
つ
：た
の
で
あ.る
か
ら
。
そ
し
て
こ
の 

市
場
に
來
り
會
す
る
も.の
は
、
領
主
家
屬
の
從
屬
者
で
あ
り
，？
決
し
て
商
人
で
は
.な
か
つ
た
？
.更
に
西
歐
；の
經
濟
的
衰
頹
を
證
す
る
も 

:

の
^
、
ビ
ビ
' ン
に
よ
つ
て
始
め
ら‘
方
ア
_ル
'太
帝
に
i
つ
'て
完
成
せ
ら
れ
た
霧
制
度0
改
m
が

あ

る

。
：
そ
.れ
.は
'̂
'
體

的

'に

沄

へ

ば

金 

貨

s
olidus

の
廢
棄
ど
$
れ
.に
、代
は
る
に
：銀

貨
0.
6

&

3を
以
つ
て
し
た
.こ
：と
で
あ
る
。
そ•し
てX

J

の
改
舉
に
よ
つ
て
單
に
名
目
货
幣

 ̂
 ̂
^
i

 ̂

I

f
 
^

 ̂

^

^

 

.

I

は
前
者
i

l

の一

に
過
I

I

あ
I

、
こ

の

こ

良

き
つ
、
あ
つ'た
こ
と
I

語
る
も
の
1

ら
ぅ
。
勿
論
ビ
ブ
S
 

井
に
メ
ロ
ゥ
ン

f
 
l
 

M
 

•
 

流
通
の
身
を
.矯
め
ん
.と
欲
す
る
に
當
つ
て
"
遂
に
か
名
如
く
金
貨
流
通
を
放
棄
す
る
の
告 

コ
オ
ル
に
、、

I

金
の
■

暈Q

咸
少
に
原
因
す
る
も
の
、
し
か
も
尙
こ
の
I

た
る
や
、
地
中
海
囊

0
罡
せ
ら
れ
た
こ
と
に
結
身
す
f

の
'

へ 

_

l

i

l

i

l

=

l : 

d
e
l
s

皇
室
の
手

f
.
つ
て
の
：み
鑄
造
.せ
ら
る
べ
き
I

をf

克

^
 

己
 

'得
ず
、：

殊
に
.i
 
|

の
末
子
ル
：ゥ
|

ィ
ヒ•

デ
ァ
•
フ：

1

メ

の

書

|
:

て
'は
、：

鑄
議
を
敎
會
に 

後
半
以
降
は
0
市
場
隨
I

可
が
該
所
に
於
け
•る
鑄
造
權
や
：許
可
1
伴
ふ
こ
と
|

通
と
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
r
f

裏
の
裏 

混
交
し
て
議
す
る
こ
と
■を
見
た
の
セ
■あ
る
が
、
こ
れ
は
.結
局
中
央
榣
ヵ
P
微
弱
：と
、
交

易P沈
滞
と
把
.歸
せ
ら
る
へ
き
^
の
で
す
t
.

れ
ば
.な
ら
な
い
。每

'
.
:
.
.-
:

:

:

-

.

:
,'
:

.::
'

:

'

■
.
:

• 

•
•
-
•
»

■•
•
 

>

(
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 D
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 v
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 u
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.
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I
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B
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.

 s, S2-3.

か
か
る
商
業
_

.の
萎
管
、
そ
の
他
面
に
於
け
る
王
權
の
_

ス
化
と
.は
、
.そ
の
.他
多
ぐ
の
經

 ̂

.

け
る
諸
側
辄
か
ら
も
霸
言
れ
得
奪
し
，.か
老
れ
等
の
一
ぅ
ち
に
於
い
て
も
、霞

^

和
世
西
欧
に
於
f

黌

S

活 
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中
世
西
欧
に
於
け
る
商
業
の
復
活 

八

四

(

九
七
0) 

比
較
的
容
易
で
あ
り
、
11
っ
乙
の
財
政
制
度
の
檢
討
は
當
然
こ
れ
と
そ
の
時
代
の
軍
權
及
び
敎
權
と
の
密
接
な
關
聯
を
前
面
に
引
き
出 

す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
封
建
社
會
成
立
の
過
程
を
描
き
出
す
爲
め
に
も
便
宜
で
あ
る
9
で
は
、
そ
れ
は
如
何
な
る
狀
態
に
あ 

っ
た
の
か
。

力
！！

リ
ン
ガ
朝
洽
下
に
あ
っ
て
は
、
税
制
、
金
融
統
制
、
財
政
上
の
.中
央
集
權
化
、
役
人
の
.給
料
•
公
共
事
業
•
軍
備
の
維
持
等
に 

當
て
•る
に
足
る
；國
庫
、
こ
れ
等
の
す
べ
て
を
缺
い
て
居
た
。
約
言
す
れ
ば
こ
の
：財
政
上
の
無
力
が
、
そ
の
政
治
的
糨
造
を
經
濟
的
悲
礎 

:の
上
に
維
持
す
る
こ
と
を
不
.可
能
な
ら
し
め
た
の
.，で
あ
つ
：た
，。

と
い
ふ
の
は
、

そ
の
根
幹
た
る
べ
き
經
濟
的
糨
馊
が
、
そ
の
上
部
糨
造 

:

を
支
持
し
.行
く
だ
け
の
.負
戴
力
を
有
し
得
な
.か
つ
た
か
ら
で
あ
る
.0
.

:
.

例
へ
ば
王
室
の
收
入
は
、
そ
の
王
領
地
よ
り
の
收
入
と
、
被
征
服
種
族
か
ら
の
貢
納
と
，、
戰
爭
に
よ
る
捕
獲
品
と
よ
り
成
る
も
の
.に 

.過
ぎ
.な
か
.つ
た
。.
こ
の
外
に
、.

國
庳
を
塡
充
す
.る
も
の
と
.云
...
へ
ば
”
河
川
又
は
道
路
に
よ
る
商
品
の
運
：送
に
對
し
て
課
し
た
物
品
の
强 

、請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
、
猶
梁
、
道
路
等
の
.維
持
に
當
て
ら
る
こ
と
は
な
く
し
て
、
こ
れ
を
徵
收
す
る
役
人
の
懐
を 

.
肥
や
す
に
役
立
っ
の
み
で
あ
っ
た
0
彼
等
を
監
督
す
べ
き
官
吏(missi d

o'minici)

も
、
右
の
弊
を
墙
す
を
得
な
か
っ
た
。
と
云
ふ

の
 

は
、
.素
之
.國
家
が
こ
れ
に
報
酬
を
支
拂
ひ
.得
な
か
つ
た
の
で
あ
.る
か
ら
、
そ
の
權
力
の
及
ぶ
窖
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
.爲
め
に
こ
の 

-職
務
は
、俸
給
支
拂
を
必
要
と
し
な
い
伯(

0
故)

及
び
邊
境
伯(
ミ
&
的
民)

に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
こ
と
た
る
や
、フ

ラ 

ン
ク
帝
國
分
解
.の
.根
源
を
な
す
も
.の
で
あ
ヵ
、
こ
こ
'に
ま
た
ヵ
ロ
リ
ン
ガ
朝
が
—-
方
に
於
い
て
國
權
の
繁
固
化
に
努
め
、
し
か
も
他
方 

-

に
，於
，

S

て
.伯
及
び
邊
境
伯
の
謂
ゆ
る
地
方
的
大
地
、王
に
地
方
の
統
治
.の
職
務
を
分
っ
て
結
局
そ
の
政
治
的
自
立
を
策
固
た
ら
し
め
る
の 

矛
盾
を
包
藏
す
る
を
示
す
も
の
と1K

は
ね
ば
な
ら
な
い

o
そ
し

て

こ
の
事
情
の
中

に
封
建
制
の
成
熟
過
撣
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

更
に
こ
の
主
朝
に
於
け
る
經
濟
的
某
：礎
た
る
も
の
は
、一.K

ふ
迄
も
な
く
土
地
で
あ
り
*
地
主
で
あ
る
が
、
嘗
て
羅
谣
の
.ラ
テ
ィ
フ
ン

.

デ
ィ
ゥ
ム
4

出
す
I

っ
1

っ
I

主
の
I

逢

と

し

I

さ
れ
'

殊
S

I

ょ
大
也
1

歸
衣
塞
こ
と
は
、
こ
こ
I

こ
の
王
朝
の
經
濟
的
I

I

弱
I

し

め

每

ひ
行
き
、
こ
こ
か
ら
し
て
も
國
權
の
弱
少
化
が
促
進
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
つ
た
。
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パ

r
ヽ
レ
ノ
ャ
フ
ト

0

1
や
I

で 

I

、
こ
こ
に
於
い
て
成
熟
の
I

I

っ
た
.封
建制
、

.殊
に
そ
の

經
濟
的

議

t-
r

た
f

の
で
ぁ
る
が
、
こ
の
直
接
欲
望
充
足
經
濟
形
態
下
に
於
い
て
利
益
追
求
の
欲
求
は
全
べ
フ
レ
ム
-

ト
な
も
の
て
t
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ら

ぅ

か
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レ
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ヌ
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業
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對

し
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追

求

せ

ん

と

し

てI

れ

を

得

な

か

っ

た

が

故

に
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が
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ガ
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篇
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內
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輩
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繁
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な
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か
ら
出
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來
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1
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單
i
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K
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切
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繰
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一)
ら
ぅ
か
。
勿
論
こ
の
場
合
、「

都
市」

を
如
何
に
解
釋
す
る
か
に
よ
つ
て
、
そ
の
解
答
は
様
々
，な
も
の
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
し
て
ま
た 

そ
の
解
釋
は
、
當
然
都
市
の
起
源
に
つ
：い
て
の
問
題
と
關
聯
す
る
o
ふ

へ

へ

.へ
ゾ
'

:

:

:

:

:

.

,

中
世
都
市
の
起
源
を
那
邊
に
求
む
べ
き
か
に
就
い
て
、
樣
々
の
說
が
唱
え
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
来
だ
現
在
に
於
い
て
も
歸
一
す
る 

と
こ
ろ
な
き
こ
と
に
就
い
て
.は
、
敢
て
述
ベ
る
ま
で
も
無
い
で

あ
ら
ぅ
。
殊
に
そ
れ
が
經
濟
史
的
立
場
に
よ
る
も
の
と
、
法
制
史
的
立 

場
を
主
石
す
る
も
の
と
の
間
：に
、
混
交
が
生
じ
て
以
來
、
特
に
そ
の
甚
だ
し
き
も
の
を
見
る
O
C16
3
然
し
今
、
こ
れ
等
を
一
々
と
り
あ
げ 

る
こ
と
は到
底
本
稿
の
よ
く
す
る
と.こ
ろ
で
は
な
；
いo

:

問
題
は
，ビ
.レ
ン
ヌが
如
何
な
る
立
場
を
と
つ
て
罟
る
か
を
知
る
に
在
る
？

B

と
：の
論
f

詳
細
に
關
.し
て
は
、
本
誌
第
.ニ
十T

卷
第
十
.一
號
所
載
、
輿
井
敎
授
っ
市
場
と
都
市
發
生」

參
照
P
こ
の
外
.に
は
、
ゾ
ム
バ 

.
i
■'
ル
ト
の
、
：マ：ク
ス
•ヴ
土
；
ハ
.ア
の
、
シ
キ
ト
リ
ィ
ダ
ア
の
諸
說
を
；そ
の
主
.な
る
も
の
と
し
て
參
照
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
0

.ビ
レ
ン
ヌ
は
中
世
.挪
市
を
以
つ
て
、
自
然
的
條
件
に
惠
ま
.れ
，て
交
易
の
中
心
點
と
な
つ
た
、
或
は
再
び
な
つ
た
地
點

に
、
.商
業
人
口 

が
聚
集
じ
、
か
ぐ
て
そ
の
成
立
.を
見
た
と
說
く
。
然
し
こ
の
•結
論
を
導
き
出
す
前
に
、
如
何
な
る
途
が
迪
ら
れ
た
か
.を
見
る
要
が
あ
る 

で
あ
ら
う
？

:
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.

先
.づ
第
一
に
、
本
節
最
初
に
揭
げ
た
問
に
對
し
て
答
へ
る
と
こ
ろ
が
.な
け
れ
ば
'な
ら
な
：s
oヵ
ロ
リ
ン
ガ
王
朝
時
代
に
於
い
て
見
山 

し
得
る
と
こ
ろ
.は
、
行
政
中
心
地
並
び
に
城
塞
を
以
つ
.て
都
市
と
呼
ぶ
場
合
に
、
こ
れ
に
該
當
す
る
も
の
の
存
在
を
見
；る
の
み
で
あ
る
o 

從
つ
て
.都
市
を
以
つ
て
、
商
業
活
動
に
そ
の
身
を
委
ね
る
人
口
.聚
落
と
.解
す
る
場
合
、或
は
、法
人
格
を
賦
與
さ
れ
，た
共
同
體
に
し
て
そ 

れ
自
身
獨
自
の
法
制
を
有
す
る
も
の
と
做
す
場
合
に
.は
：、
こ
の
時
期
に
都
市
は

#
在
し
な

.い
と
答
へ.ざ
名
を
得
な
いo即
ち
こ

の
丸
Jf
c
 ̂

に
於
い
て
都
市
が
存
在
し
た
と
い
ふ
場
合
に
は
そ
れ
は
、
社
會
的
意
，味
の
、
又
，は
經
濟
的
意
味
の
、

-X
は
法
制
的
意
味
の
も
の

で

は

な

く 

し
て
、
單
に
牆
と
行
政
中
心
地
と
を
.以
つ
‘て
こ
.れ

に

あ
て

る

に
外
な
ら
な
い
0
從
0
て
そ
の
住
民
は
，
蔚
士
と
t
侶
と
そ
れ
等
の
；
^

i
I
I

I

と
：
ス
I

そ
れ
は
B

f
 

b
e

v
i

で
あ
っ
て
、s

l
e
v
s
n
g

 

S

な
か
っ
た
。
そ
の
生
活
形
成
は
そ
の
外
部

る 

I

 喜

寒

I

t

l

l

l

 
義

 

1

1

1

1

謂
は
气
消
I

と
しV

そ
I

濟
的
役
韵
を
演
じ
た
も
の
に
夕
す
ら
ナ
ヵ
つ
た
.

^
 

, 

v

i

o

l

っ
た
。
然
し
_

る

も

？

あ

|

|

は

着

と

S

べ

き

も

の

に

S

t

て

、
'
言

又

は

夏

i

付

く

へ

t

 

Pて
I

た

f 

^

こ
れ
f

ま
た
、パ
都
市
I

I

る
と
|

の
階
禅
で
あ
っ
た
の
で
I

へ
即
^

で
あ
っ
た
i
vi
然
し
そ
れ
は
勿
論
十
世
紀
I

て
そ
の
最
初
の
徽
候
を
現
は
し
始
め
た
經
濟
I

ッ
サ
ン
ス
後
I

て
の
こ
と

で
多
る 
0
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|

^

|
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：
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く
新
I
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も
袞
結
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っ
け
S
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I

I
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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で
^

| 

f

新
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な
る
も
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、
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I

商
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出
來
る
々
で
あ
る

」

と
I

然
し
と
の
言
葉
の̂
に
ぼ
、
M :
に
別
な
.疑
問
が
含
ま.れ
る
ゾ
即
ち
中
佌
都
市
は
-
結

埽

の

き

ろ

十

一

陡 

紀
に
於
け
各
商
業
復
興
に
際
し
.て
羅
馬
0
舊
挪
市
の.4
に
再
興
し
た
も
の
：の
み
で
*>
'
る
.か
.、
否
：か
で
あ
るo
'即
ち
■そ
れ
.は
、.

十：！

代
に
於 

け
る
も
の.と
の
連
續
を
認
め
る
か
否
か
で
あ
冬
。
然
し
そ
の
，い
づ
れ
に

.：：せ
ょ
、.そ
れ
は
中̂

が
物
語
ら
れ
た
後
に
於
い
て
解
か
^
べ
き
.問
題
.で
.あ
る
。
：
'
.
:
:
: 

ノ
：
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五

ノ
ル
マ
ン
'の
騎
士
が
南
伊
太
利
に
於
い
て
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
人
及
び
囘
敎
徒
と
戰
つ
て
こ
れ
に
勝
ち
、
吏
に
彼
等
は
ゥ
ィ
リ
ア
ム
侯 

の
指
輝
の
下
に
^
勘
を
征
服
し
、
.他
方
邀
督
敎
徒
が
西
班
牙
に
於
け
る
：サ
ラ
セ
‘ン
人
を
征
.討
し
た
等
々
0
企
て
は
、
漸
く
目
覺
め
來
れ 

る
大
陸
內
地
人
の
エ
ネ
ル
ギ
イ
と
.精
神
力
と
社
會
の
健
全
さ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
.ず
、
か
く
，て
と
の
土
著
人
が
新
た
な
力
を
か
ち 

得
つ
つ
あ
る
こ
ど
を
そ
の
特
徵
00
.
ー
 

つ
と
し
て
十
一
世
紀
は
明
け
る
と

、

ビ
レ
ン
ヌ
は
^

つ
て
居
る
ス
21
V

言
葉
を
換
へ
て
.云
へ
ば
、
そ 

の
.特
微
は
、集
約
的
農
耕
方
法
採
用
.に
ょ
る
生
產
カ
の
.發
展
と
從
つ
て
.餘
剩
生
產
物
の
生
產
、更〉

に
は
こ
の
期
に
於
け
る
人
ロ
の
急
激
な 

る
增
大
等
々
で
あ
る
？
こ
の
結
媒
、
新
た
に
開
拓
す
ベ
き
場
所
を
求
め
て
の
.東
方
植
民
;'
傭
兵
志
願
者
の
僧
加
、
そ
の
他
い
か
な
る
'孩 

を
と
る
.に
せ
ょ

、

仕
事
と
利
益
と
を
尋
ね
求
め
る「

使
用
さ
れ
ざ
る
新
鮮
な
力
の
餘
剩」

?
士
レ
ン
の
用
語
：に
據
る

)

を
、
至
る
と
こ
ろ
に 

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
こ
め
も
0
は
、
ひ
と
A
農
業

生
產
の
擴
大
に
i

o
て
ダ
ル
ン
ド
へ
ル
シャ
フ
ト
解
體
の
方
向
へ
？
ー

1
lew

f

進
め
た
Q

I
な
く
、
更
に
は
交
f

影
響
を
及
ぼ
し
て
こ
の
解
體
置
を
促
進
す
皂
與
っ
て
力
あ
っ
た
の
で
I

。
斑
ち

. 
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£
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及
び
北
方
フ
ラ
ン
ダ
ア
ス
沿
岸
'の
一
一
っ
•.の
活
動
中
心
地
か
ら
の
刺
戟
.に
基
く
も
の
と
做
す
• 
°即
ち
こ
の
£

を
外
1
 

S

.の
結
f
 

S

Iる
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
地
點
に
於
い
て
行
は
れ
っ
,
あ
.っ
た
外
國
.貿
易
と
接
觸
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
で
の

M

i

l

翁

I

 

く
§

1

1

て
、

i

の

馨

i

s

f
見
m

然
H

V

I

實
I

は
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5ち

i

l

タ
國 

市
場
i

f
共
に
そ
の
ー
姿
氣
し
た
と
同
じ
く
、
今
や
こ
餘
の
市
|

織
さ
れ
た
と
き
、そ
の
|

隻

|

れ
た
の
て
あ
る」

•
C
C22〕

こ
れ
は
斷
る
ま
で
も
.無
く
、
.本
稿
の
最
初
に
當
っ
_て
注
意
す
る
と
こ
.ろ
あ
っ
た
彼
の
見
解
の
1
點
の
在
り
象
に
t
來
す
7
も
の
で

あ
る
0
こ
_の
批
判
を
重
ね
て
行
ふ
と
^
は
不
耍
で
あ
ら
ぅ
。
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へ
、
十
一
.世
紀
西
歐
に
於
け
る
囊
.

§
活
と
ヴ
エ
ー
ー
ス
又
は
フ
ラ
ン
^
 ̂

kレ
ン
ヌ
〃 

何
に
見
る
の
で
あ
る
か
を
、
一
應
繁
こ
と
は
必
要
で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
こ
の
場
合
：
々
2

ス
自
體
'の
檢
討
は
フ
ラ
ン
タ
ア
ス

 ̂

ジ

市

自

|

れ
I

く
、
そ
れ
が
I

復
活
i

ず
f

、
I

行
へ
：ば
ょ.

I

め
位
置
す
る
自
然
的
舞
か
ら
し
て
：、
他
と
の
交
易
|

は
ざ
.

I得
■
'

っ
た
こ
と
、
親
そ
れ
が
敌

|
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の
I

f
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ヵ
ら 

中
世
西
歐
に
於
け
る
胤
華
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活
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免
.か
れ
：た.こ
.去
の
經
線
は
：与
之
に
必
要
史
し
；な
ヤ
泣

.あ
あ
ぅ
'.
,
0
:
;

(

23
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*

と
無
か
つ
た
が
故 

に
、
.'
■
■.こ
の
：都

市

が

十

一、.
^
^

に
：於
い
，て

^:

ビ
ー
ザ
'ン
含
ィ
ン
帝
國
の
—
端
を
形
成
し
續
け
姆
た
こ
，と
で
あ
石

'0
そ
し
て
西
歐
が
束
洋
と
分 

離
せ
る
後
に
於
い
尤
も
、
尙
こ
0
都
市
が
東
洋
置
部
を
形
成
し
溥
た
0

で
あ
る
:'
-0

^̂-
て
こ
：の
特
殊
條
件
に
ょ
つ
て
、
ヴ
エ
一
一
ス 

の

裏

は

榮

西

歐

:'
0
そ
办
杧
優
る
樣
ネ
沁
戈
化
凇
誘
，<
せ
も
4
、

:^
-0
地
に
於
对
名
命
業
遲
ゃ
政
治
飢
織
を
特
異
な
る
も
の
た 

ら
し
め
ら
れ
た
<

4で
あ
る

:-
0

、

：

.

3)

詳
::
b

^
は
次
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こ

の
都
市
に
と
つ
て
は
、
囘
敎
徒
と
の

交
易
沢
利
益
多
き
も
の
'
で
あ
る
な
^

ば

、
"
彼

等

が

鸯

督

說

徒

の

敵

で

あ

る

匕

と

は

、
$

t
 

の
擧
を
阻
止
す
る
力
あ
る
も
の
で
は
な
か
つ
衣
。.
九
世
紀
以
後
に
於
い
て
、
、
ア
レ
ッ
ポ
、
ガ
イ
ロ
、
ダ
マ
ス
力
ス
、
.カ
イ
ル
ヮ
ン
、

パ
レ
ル
.モ
と
の
間
に
於
け
る
交
易
は
そ
の
频
繁
ぎ
を
加
へ
、
；ゥ
ェ11

ス
人
は
種
々
な
る
澉
商
條
約
に
ょ
つ
て
イ
ス
ラ
ム
の諸
市
場
に
於 

い
て
特
權
を
獲
得
し
た
。
尙
又
そ
の
經
濟
的
進
展
は
當
然
伊
太
利
各
地
と
の
交
渉
を
生
み
、
十
世
紀
に
於
い
て
ロ 

t
ハ
ル
デ
ィ
ア
は
全 

地
域
に
宜
つ
て
商
業
活
動
に
そ
の
身
を
委
ね
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
そ
.し
て
囘
敎
街
<!
:
の
交
易
は
、

と̂

り

ヴ
ヱ
ニ
ス
の
,

占
する
と

こ

滅鐵祖

ろ
で
あ
く
、
バ
リ
、
タ
レ
ン
ト
,
ム
、
ネ
i

ス
、
ア

1

1

1
れ
も
グ
2

ス
と
同
じ
く
、：

コ
シ
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
オ
^

と
I

I

I

南
方
諸
都
f

海
運
は
、
.北
方
沿
岸
諸
f
 

i

l

l
か
く
て
十
一
：世
紀
初
頭
は
，
^

8

そ
し
.て
，こ
れ
■

■

ピ
サ
が
彼
等
の
前
面
に
現
は
れ
來
づ
た
の
で
ぁ
る
。
！

5

に

於

け
, 1

の
ー
m

n

 

雲

J

o:
m

?

f
け
る
ボ
ナ
占
領
、T

O

六

一

一

年

に

於

げ

る

パ

'レ
ル
含
敗
北
、‘

一
〇
A :
I

I

け
る
右
の
一
一
す

f

隊
の

C

デ
ィ
ア
攻
i

l

等
_

は
、
ま

I

ょ

れ2

 

'

ち

即

ち
_

l

f

 

I

と
S

老

I

と

鼻

し

、'
S

5

I

に
I

I

使
命
集
け
ら
れ
f

の
.
て
I

泰

ベ
た
と
と
こ
そ
、
.
こ
れ
等
北
i

市
の
f

墓

I

 

■

(

レ

ぐ
p

f
イ
ス
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ム
は
漸
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そ
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勢
力
範
I

■
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撖
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ゾ
レ
ヴ
十
ン
ト
諸
港
の
海
運
は
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敎
徒
の
掌
中
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歸
し
た
の
'
で
ぁ
っ
た
。
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徽̂ ^ ^

m

中
#
四
歐
吟
於
け
苳
商
業
め
復
洁
ぃ 

九
：亡

.

(

九へ七
八) 

さ
れ
た
0
で
あ
，る
が
ら
。
當
然
ピ
.
.の
海
岸
諸
都1

に
は
维
鬪
が
锩
き
起
：さ
れ
た
0
:そ
の
_

互

の

間

に

於

け

る

利

害 

海
を
し
て
、
‘ケH

ザ
ル
の
帝
國
時
代
に
於
け
る
平
和
な
狀
態
と
全
ぐ
正
；反
對
の
、

敵
意
に
充
ち
滿
ち
た
、
そ
し
て
そ
.の
.覇
權
を
相
競
ふ 

場
所
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
然
し乍
ら
そ
の
他
面
に
於
い
て
海
上
商
業
の
發
展
は
著
し
く
、
十11

世
紀
初
頭
、
そ
れ
は
f

西
に
、 

そ
し
て
西
班
牙
に
，達
：し
、
.メ 
口
ヴ
ィ
ン
ガ
朝
以
降
沈
滯
の
域
に
彷
徨
し
て
居

た
マ
ル
.セ
：イ
.ユ
は
新
た
に
活
動
七
始
め
、
力
‘タ
.せ
二
ア
、
パ 

ル
セ
ロ
チ
等
相
續
い
て
開
發
さ
れ
る
に
茧
つ
た
0.然
し
こ
の
經
濟
復
興
に
際
し
，て
全
伊
太
利
は
素
ょ
り
優
勢
を
保
持
し
、
東

は

ヴ

-
一一
 

ス
か
ら
西
は
ピ
サ
ノ
ヂ
ヱ
ノ
ア
か
ら
地
中
海
の
商
業
活
動
の
.全
部
が
流
入
す
る
と
こ
ろ
の
口ム
バ

ル
デ

ィ.K

の
肥
'沃
な
卒
原
に
は
、
幾 

多
の
都
市
が
相
續
い
.て
現
出
し
た
。
商
業
.の
發
展
は
農
業
の
外
..に
X
業
を
勃
興
せ
し
め
..、
そ
：の
餘
剩
牛
；產物
と
'新
鮮
な
活
動
力
と
は
、
 

國
外
擴
張
を
追
び
.求
め
し
め
、
南
方
に
於S

て
'は
タ

ス

カ
ム
イ
を
.そ
.の
手
中
に
收
め
、
北

方

に

-
はア
ル
プ
ス
'を
越
え
て
、
即
ち
シ
ユ
ブ 

リ
モ
ゥV

ン
、
セ
ン
ト
‘
ベ
ル
ナ
ア
ド
、
ブ
レ
ン
ナ
ア
^

つ̂
て
，
大
陸
內
部
へ
彼
等
商
人
、は
そ
.の
健
全
な
刺
戟
を
裔
し
た
の
で
あ
つ 

た
。
‘そ
し
て
東
へ
，は
ダ

一一
.

ラ

ゥ

ブ

、
北
へ
は
ラ
イ
ン
、
西
へ
は
ロ
'オ
.ネ
の
各
河
肌
に
沿
つ
.て
進
ん
だ
。
十
1|世
紀
勒
頭
フ
ラ
ン
ダ
ア
ス 

の
.諸定似市には可成り

0
數
の
彼
等
の
參
加
を
見
る
こ
と
が
.出
來
る
の
-で
あ
る
0
:

こ
の
フ
ラ
シ
ダ
ア
ス
.に
於
い
て
は
、§

前
述
せ
る
ド
ゥ
ル
ジ
テ
ッ
デ
並
び
に
ク
ァ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
兩
港
の
活
躍
に
見
ら
，れ
る
が
如 

く
、
カ
ロ
.リ
ン
.ガ
朝
時
代
に
於
い
.て
•商
業
活
動
は
他
の
■い
づ
れ
の
.地
‘に
も
優
つ
て
居
.た
。
こ
'の
，
現
象
は
、

こ
の
地
方
を
多
數

o
河
川
、 

例
へ
ば1

ス
イ
ン
、
メ
エ
ズ
、
シ
エ
.
.ル
ト
等
が
貫
流
し
、
し
か
も
そ
れ
.等
相
互
が
各
所
に
於
い
て
相
交
錯
し
て
居
る
.こ
と
、
英
蘭
及
び
：ス 

カ

ン

デ
ィ
ナ
：ヴ
ィ
ア
に
.近
い
こ

と

等
を
そ

g

直
接
の
原
因
と
す
る
o
:殊
に
.こ
の
後
者
の
：理
由
は
又
、：ノ
ル

マ

ン
の
侵
入
を
誘

ふ
機
緣
を 

爲
し
た
素
ょ
り
/
ル
マ
ン
は
單
な
る
海
賊
で
は

.な

く

、
'.
..あ
ら
ゆ
る
方
法
で
*

の
_
得
を
求
む
る
企
.業
心
に
富
む
商
人
.で
あ
つ
た
と
す 

る
な
ら
ば
、
彼
等
が
新
交
通
路
を
開
き
ノ
西
歐
市
場
に
新
商
品
を
齎
し
た
乙
と
は
當
然
で
ぁ
ら
ぅ
ぶ
ぢ
.そ
し
て
こ
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

。

- 

r 

r 
.-殳
ヌ 

''
、
ダ
、ゲ
ッ
ノ
ド
七
治
^
と
し
、
' キ
エ
' フ
、
.
ノ

ウコ

口
ト
を
經
'て 

ィ
ア
人
を
仲
介
老
と
す
る
交
易
の
流
れ
、
即
ち
ヒ
サ
ン
テ
f

及
o
 

与

\
[)
n

d

'、、
ロ
ム 

芝
歪
ず
る
.もQ

が
、
.希
鼠
並
びW

ア
ラ
ビ
ア
の
高
級
文
化
を
北
歐
に
運
ん
だ
，の
で
あ
つ
た
。
前
揭
ヴ
一
一
ス
の
I

I

力

’

I

工
業
、
殊
f

業
の
存
泰
ぁ
る
！

I

I

そ
し
て
I

I

茅
の
u

ハ
は
十
世
紀
以
後
經
濟
的
活
動
を
見
る
I

つ
た
。
尙
北
歐
の
船
舶
1

て
目
|

さ
せ
|

た
の
は
フr

N

ネ
：1

ラ
ジ
ト
に
擎
河
川
s
 

f
 
.

も
I

I

が

景

5

:

1
讓

の

リ

5

、
ユ
ィ
'
5
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l
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十

け

i

l

w
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大
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:徐
I

太
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か
I
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中

世

西

欧

に

於

け

る

商

業

の

復

活

ク

:

:

九
四
' 

(

九
八
o)

あ
っ
た
？

一
賢
に
レ
て
ー
气
へ

«

\

4酊
經
濟
晚
發
膜
が
：、
：

.'農
業
玄
^

と
エ
業
と
は
農
業
と
相
並
ん
で
そ
(0
位
置
を
占
め
.る
(7
>
み
で
な
く
、
こ
の
後
奢
に
對
し
て
^
作
用
し
た
00
:
で
あ
つ
たa

そ
し
て
こ
の
交 

易
發
達Q

影
響
.は
羅
馬
の
舊
都
市
に
新
坐
命
を
吹
き
込
み
、
そ
豸
に
ば
^
び
人
ロ
聚
集
冷
見
る
に
至
つ
た
。
ま
は
®
入
聚
落
が
ブ
.ル

ク 

を
繞
っ
て
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
海
岸
に
、
河
岸
に
、
交
通
路
'の
交
會
點
に
位
置
す
、る
も
；の
で
あ
つ
た
。
そ
の
い
づ
れ
も
市
場
.
 

を
開
設
し
遠
近
の
；注
意
を
惹
い

た
。
ぞ
し

イ

そ
の
大
.小
い
づ
れ
吃
せ
：よ
、
そ
れ
は
事
實
上
社
會
に
と
づ
て
不
可
缺
の

も

の

と

な

る

に
至 

つ
た
。へ

改

.

ま
た
#
ふ
4
進
步
の
道
程
|:
-耻

-0
.
.で
新
た
に
#
興
し
た
歐
羅
巴
ほ
，
击
代
の
そ
れ
^
似
る
と
こ
”ろ
あ
る
も
0
.で
：あ
つ
た
。
然
し
政
治 

組
織
內
に
於
^-
る
'都
市
の
_役
割
が
击
代
に
於
い
て
は
中
世
よ.り
も
.よ
13
'
大
.で
.あ
つ
..た
-
y
sふ
な
ら
.ば
、，そ
_の
代
り
中
世
.に
於
け
._る_都
市
.
 

の
經
濟
的
影
響
は
杏
代
に
^
^
.る
あ
れ
よ
が
t
大
で
あ
o
た
ど¥

4

べ
き
：で
あ
る
ゃ
：即
ち
羅
馬
帝
國
：に
於
い
て
は
、
.
大
商
業
都
市
と
名 

付
く
ベ
き
も
の
ば
、.

羅
嘏
、

エ
プ
ル
ス
、

--
ラ
‘ン
、
，'マ
ル
，セ
イ
ろ
、
リ
オ
ン
を
㈣
ふ
彡
の
み
。.'そ
れ
は
.十
世
紀
初
頭
に
於
け
る
ヴ
*

一

r

人
、

ピ

サ

へ

^

ぺ

,

ア

、
ブ

.如

溝

ェ

' の

諸
港
、
ミ
ラ
ン
、
フ
ロ
オ
レ
ン
ス
'、
イ
イ
プ
ル
へ
，
ガ

ン
，等

の

工
業
中

心
M

に
比

す

べ

き
も 

Q
:

を

布

す

る
こ

と

な

か

.つ

た

。

勿

論

十
.二
世紀
0
ゴ

_ォ
ル

.に

於

け

る

齑

要

地

觀

は

、
丨オ
ル
レ
ア
ン
、
ボ
ル
ド

ォ

、

ケ
ル
ン
、
ナ
ン
ト
、 

ル
ゥ
ア
ン
等

の

十

：
！ft
；
都

市

で

あ

っ

.た

こ

と

は

事

實

，
で

あ

る

.が

、

然

し

そ
れ
等

は

い
づ
れ
も

羅

馬

帝

國

治

下

に

於

け

る

；
よ
り
も
よ
り
優

越
 

せ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

：中
li
t
歐

羅

巴

.の
經

濟

的

發
腺

は

、

羅

馬

帝

國

に

.於

け
る
限

界

を

海

か

に

超

；え

た

も

の

で

あ

る

」
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o
§
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し
か
も
こ
こ
に
.

I
K

々
せ
ら
れ
る
商
業
の
復
活
は
、
ピ
レ
シ
ヌ
に
於
い
て
は
、
結
局
、
.前
述
.の
.如
く
外
的
影
響
の
結
艰
た
る
も
の
で
あ

I
j
I

I
!つた即ち、鐾

利
諸
都
市
が
地
中
海
か
ら
囘
鍪
を
麗
逸
諸
都
市
が
ス
力

4
 

一̂

^

及
び
パ
、V

ト
诲
か
ら
麗
し
た
こ
と
と
。
換
言
す
れ
ば
、.こ
.の
跌 

ノ 

.
 

o 

洋
^

の
、
他
f
 

I
西
f

 

I

ィ
I

I

場
1

が
確
f

れ
^

そ

し

セ

こ

£

面

に

f

て

I

南

I

端

ょ

り

内

地

念

的

通

路
'の

中

點

に

於

い

で

：
、

‘即

ち

シ

ャ

ン

。

ハ

：

フ

.

こ
こ
に
再
興
せ
良
た
|

活
動
|

起
し
、
1

こ
t

_

羅
蒙
擴

I

I

養

の

は

、
一

が
、
：f

だ
. ：

づ

免

り

讓

しt

の
I

I

祭
 

の

ノ

を

i

暴

f

1

1

1

1ぐ
、甚

I

I

®

致
ず
る^

1

る
。■

つ
て
'栽

マ

ナ

時

代

_

臌

人

鑛

に

於

I

s

 

す

パ
 

こ

こ

鼠
P

驾

き

も
#
で

義S
。'.

而

忽

集

の

市

場

を

喪

失
し
、1

8

1

1

 
下

發

審

f

營
知
f

と
ぼ
、
こ
れ
を
見
を
I

が
.出
來
I

I

る
げ

し
た
I

活
s

_
と
爲
I

と
|

,

|

の
規
模
I

い
|

隔
す
|

|

ぁ
裏
め

^
^
^
^
^
^
^

は
3

ル
¥

”り
ビ
レ
ン
ヌ
の
と
I

葉
を
理
解
す
る
爲
め
に
は
、
先
f

つ
て
こ
の
期
に
於
い
て
；復
活
l

i

d

、

.

.

,
- 

,

,■;
•

.、

.
'九
^

.

.

.

(

九
八
.1)

.

电
#
西
戡
に
於
げ
る
商
業
の
復
活
：



,中

埤

阀

歐

に

-於

：

i
:■る

商

業

.

s
活

■^
九

六

(

九

八

ニ

)
と
が
必
.要
で
あ
ら
'ゲ
。

:
r 

:

:

ハ
.：.
''
,べ
ブ
：夂 

.
 

’ 

■十
世
紀
、
.
十
*
紀
に
於
け
る
西
歐
社
會
が
A
約
言
す
れ
.ぼ
:1
来
だ
粗
野
&
そ
れ
で
あ
.つ
た
と
.と
：は
敢
て
述
べ
.る
ま
で
も
欢
い
こ
と 

.で
あ
ら
ぅ
ギ
か
か
る
^

:の
下
に
於
：い
：て
商
業
め
如
き
は

-»
團

結

の

ガ

，
に

倚

つ

て

'
,
0
:
み
可
能
で
あ0
た

ど

妾

は

ね

ば

な

ら

な

い
.0
樣 

‘
.々
の
,

、‘危
»
の
恐
れ
あ
：る
場
合
.'
そ
れ
は
#1
ょ
り
も
.こ
拃
に
對
す
.る
共
同
防
銜
の
爲
め
に
團
體
結
成
が
必
要
で
あ
つ
た
。
.し
か
の 

み
於
ら
ず
.、
，
究
期
市
戈
は
市
場
.に
於
い
そ.紛
議
0
起

づ

，
た

場

合
-
:そ
.の
裁
判'に
際
：し
七
有
利
：な
證
人
は
組
合
人
の
中
か
ら
の
み
見
出
さ 

れ
る
ので
あ
り
^
奚

同

し

セ

の

：場
合
'に
は
、
ハ
單̂
め
»
カ
1
て
ぼ
到
底
不
可
能
な
大
鸯
の
商
品
；を
購
入
す
る
こ
，と
も
出
來
、
.更
に
は 

團
體
信
用
を
利
;«
す
_る
こ
.と
.に
ょ
つ
七
'競
^.
相
手
を
破
る
'.こ
と
も
容
易
.で
.'あ
.る
ゃ
即
^
ぞ
0
海
上
'た
る
..ど.陸
上
.た
：る
と
.を
問
は
ず
交
易 

の
^

€
は
實
カ
(0
行
使
の
み
把
上
づ
.て
保
證
せ
.ら
れ
得
.る
の
.で
.あ
り
、
W
が
4
と
の
•

は
團
結
.に
'ょ
つ
て
：坐
ず
る
i
こ
ろ
の
：も
，の
で 

あ
づ
たP
ご
の
隊
伍
を
組
ん
セ
の
商
人
は
1
.十
世
紀
初
頭
以
降
西
歐
，に
於
い
て
多
敏
見
出

.さ
れ
：る.。
而
し
.て
こ
れ
等
の
•
團
體
を
支
配
す 

る
も
の
は
連
帶
の
觀
念
で
.あ
る
。
從
つ
て
商
品
の
賫
買
は
共
同
に
行
は
.れ
、
利
益
の
，分
配
は
こ
の
組
合
に

'對
す
る
各
人
の
.持
分
に
ょ
つ 

て
定
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
團
體
は
、
普
通
遠
距
離
に
互
つ
て
旅
行
し
た
の
.で
あ
つ
た
。.即
ち
饼
太
利
商
人
が
邑
扭
へ
、
ウ
ラ 

ン
-ダ
.
7ス
.へ
向
つ
た
如
氬
、
十
11
1
:紀
末
倫
敦
を
疋
規
的
に
訪
れ
る
も
の
は
、
ケ
ル
ン
、
ユ
イ
、
デ
ィ
ナ
ン
、
フ
ラ
ン
ダ
ア
ス
、
ル
ウ
ア 

ソ
ン
，
.の商
人
セ
'あ
つ
た
如
き
、
；ヴ
ェ
ル
ダ
ン
が
ら
西
班
牙
.に
達
し
た
如
き
、
.巴
里
：の
水
商
ハ
ン
-ス
が
ル
.ウ
ナ
：ン
と
交
為
し
た
如
き
。
從
つ 

て
中
世
の
經
濟
的
復
活
‘を
特
徵
付
け
る
交
易
は
長
距
離
に
互
る
と
と
.ろ
：の
、
謂
は
.
<可
成
り
な
大
規
模
め
も
の
'で
あ
つ
た
と
宏
は
ね
ば 

な
.ら
&.
ぃ「

で
ぁ
ら
ぅ
。
そ
れ
故
に
と
の
期
の
，商
業
を
地

.方
的
な
も
0
、'即
ち
地
方
的
市
場
の
.圈
內
.に
限
ら
れ
た
も
'の
と
做
す
こ
と
は
、

，全
く 

_議

¥
で
あ
る
と
ピ
レ
.ン
：ヌ
は.

1
K

ふ
0
030

ド
し
か
も
こ
の
.ご
と
の
行
は
れ

•益
を
實
現
ず
る
.唯
一.
0も
.の
で
あ
つ
'た
か
；ら
.に
外
な
ら
.な
い
.。
商
人
の
旅
程
.の
長
距
離
.で
.あ
'る
痺

ら
で
あ
る
。
 

. 

ベ
... 

t 

.

(

30
ノ 

P
J§
-
-p
o
p
. 

O

F
»d
p
.

125 丨6
.

こ
の
期
に
於
け
る
商
業
€.規
模
を
か
く
の
如
き
も
の
に
求
め
、
こ
の
復
治
を
負
戴
し
た
商
人
の
發
生
の
在
4

所
を
見
W

す
と
い
ふ

か
.
ら
に
は
、
霞

と

秦

f

べ
き
と
こ
ろ
の
、
商
人
霞
は
漸
次
讀
大
衆
の
即
よ
o

生
じ
た
と
做
す
も
の
、
或
は
領
ま
管
理
人

.
Q
g

に
又
は
偷
院
I

靈
料
購
入
や
餘
剩
虫
產
物
賣
却
を
霞
ら
れ
た
そ
の
從
_

の
關
に
こ
れ
を
見
出
す
も
の
、
等
は
い
づ
が
も

ビ
レ
シ
ヌ
に
と
？

ば
誤
謬
以
外
の
何
I

I

'

い
。
前
富
就
い
て
彼
は
云
ふ
、
li
t

襲
的
に
土
地
I

束
f

'

れ
.

て
居
る
a

農
に

と

o

 

C
、

I
 

X
こ
れ
に
上
つ
て
確
保
さ
れ
て
居
る
生
活
を
轉
議
り
I

飭
人
の
.生
活
と
交
換
せ
し
め
'る
I

虜

^̂

篤
I

す
る
と
云
.ふ
Q

1

る
か
々
常
時
の
社
會
狀
態
及
び一

般
的
I

I

か
ら
'
見

て

”

蒙
I

く
逆
1

1

.

0

.後
者
.i

い

で
よ
、
太
I

影
響
を
及
ぼ
す
に
'
足
る
程
の
僧
院
商
人
が
1

し
I

つ
た
I

、
：
 

8

1

意
を
有
I

彥

馨

籠

霞

過

ぎ

■
ぬ

ど

と

，、
從

つ

.

て

皇
.
の
：.課

に

於

い
.て
營
み
を
ず
る
も
の
S

 

塞
霊
の
論
據
と
し
て
危
る
ス
^

へ
而
し
.て
焚
農
ふ
>
確
言
し
.得

ぎ

4
は
商
業
&
る
鄭
門
的
職
業
.が

ヴ

-

ー
ー

 
ス
に
現
出
し
た
と
い
.ふ
こ
.と
で
t
.
.と
。
：
ハ
，
ィ

ネ

シ

の 

琴
ふ
娇
く
、
.卜

.|
(
:祀
に
.於
い
て
爲
し
.と
げ
ら
れ
た
ヴ
，ご
ー
ス
：の
.商
業
技
：術
の
範
[1
.は
非
常
な
%;
0
で
ぁ
つ
た0
歐
羅
巴
校
於
い
て
敎
■育 

.が
f

M
の
獨
卜
1-
1物
で
ぁ
つ
た
こ
の
期
に
於
い
て
、
ヴ
：

ス
に
は
旣
に
筆
記
術
が
齊
及
さ
れ
て
居
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
沙
J
貸
令
の
女 

.

1
用
遷
ほ
可
能
と
な
奴
、
X
こ
の
後
需
よ
づ：

て
裏
は
多
：大
I

發
繁
得
ら
れ
た
o
■
■
,
し
か
1

£
の
.ヴ
.太
一
一
ス
0
商
人
の
財 

常
S

速
■

大
し
た
所
以
を
.爲
ず
も
の
は
、そ
湯
業
組
織
が
ビ
ザ
ン)

篆

れ

f

接
に
關
聯
づ
.け
ら
れ
て
ゐ
.る
こ
'と
で
か
る
"
,こ
：の
都
谡

^

そ
办
生
沿
^

そ
ー
の
精
神
の
す
べ
て
浓
”

西
歐
の
そ
れ
と
ゆ
全
く
フ
レ
キ
ド
セ
ぁ
つ
た
^

そ
し
て
こ
の
^
于

中
世

西
欧
に
於
ず
る
藝
缓
游 

き

.

(

九
八
'1.1

し
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突

.

(

I

)
太
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
.そ
れ
は
十f

世
紀
に
.そ
の
_
は
な
姿
..を、
ビ
：サ
に
、デ
尤
ノ
ナ
に
、
マ
：.ル
セ
ぞ
¥
に
、パ
：ル
■•セ
：ロ
ナ
に
示
し
始
め 

た
。
.然
し
こ
.の
' 商
業
^
動
を
徐
'々
に
海
捧
地
方
.か
ら
大
降
内
部
へ
鑛
め
行
く
と
と
.ろ
の
商
人
，階
.級
.の
.形
成
.に
、
ヴ
，エ'
.

.11:

X
が

寄

與

，
す

'
る 

と
こ
ろ
あ
.つ
，た
と
：は
考
■
へ
ら
れ
な
い
の
で

;̂
る
0
:即
ち
.十
佌
袒
に
於
'̂

て
.歐
羅
巴
大
陣
に
專
网
ぬ

«
人
階
級
が
砘
現
し
十
ー
-1
(
1
:
紀
以
降 

そ
の
數
を
输
抓
し
た
.

Q

で
あ
，る
が
、
こ
れ
ど
^
工
.

1

一：
ス
の
そ
れ
と
は
%
の
[1
|
]
£隊
係
^
見
出
ず
こ
と
ゼ
得
故
^
の
で
あ
る
ー
と
ビ
レ
ン
ヌ
.

は

主

!»
す

る

0

;
: 
'
//
.
. 

• 

•

.

'
 

:

.

?

:

}

'

.
'
■
:
へ

：

:
-

ど
办
大
睦
內
部
に
於
け
る
神
現
は
、
こ
れ
と
時
期
を
同
じ
.ぅ
す
._る：人
ロ
の
揿
加
と
關
.係
し
ゼ
居
み
と
’ピ
レ
.ン
次
{±
;
云
ふ
0
.人
0.
墙
.加
‘
 

は
多
數
の
人
々
を
土
地
か
ら
引
き
離
し
、
こ
れ
を
流
浪
者
た
b
し
办
、
.修
道
院
へ
■の
物
乞
び
、
農

業

臨

時

雇

、
ゾ
傭
兵
、
掠

奪

客

等
た
 ̂

し
め
た
。
こ
の
來
縛
な
き
胃
險
者
の
群
の
中
か
ら
最
初
の
商
人
階
級
は
發
坐
し
.た
と
ビ
レ
^
'ヌ
は
見
る
0
.即
ち
こ
れ
等
の
人
々
が
利
を 

追
ひ
職
を
求
め
て
各
地
を
流
浪
す
る
!in
.に
，、
諸
國
の
言
葉
.を
知
り
、一
ま
た
そ
の
事
情
鐘
ず
る
に
至
»)
:
、
.しか
も
.一.度
幸
運
を
か
ち
得 

て
利
益
，を
得
た
る
時
は
、

M
に
こ
れ
を
*
ホ
.と
し
で
そ
o
技
能
と
知
識
と
を
以
つ
て
多
大
の
利
益
^
博
す
る
。
か
か
る
こ
と
は
.交
通
の 

不
党
佥
で
あ
り
、
販
資
商
nrl
l
iの
比
較
的
稀
少
だ
時
代
に
於
い
て
、
_そ
の
1:
11
を
迤
だ
高
め
-る
こ
と
に
ょ
つ
r
容
易
に
贏
ち
得
る
.と
こ
6
.
 

と
沄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
.好
個
.の
®
例
と
し
：て
、
彼
は
ア
ィ

ン
チ
'工'エ
ル
.の
聖
ゴ
K
リ
.ッ；ク
を
擧
げ
る
0'
で
あ
る
0

§

Q) 
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ド
リ

.ッ

.ク
に
就
い
て
は

；

Walther Vogel, .Ein.'seefahronder Kaufmann. u
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.r. Geschichtsb
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1912. wt\ I, S. 239-48.

こ
の
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
經
歷
か
ら
し
て
も
明
か
な
る
や
う
に
、
商
人
は
そ
の
最
初
に
於
い
て
流
浪
者
、
從
っ
.て
ま
た
他
所
者
で
ぁ
っ
た

1i
i
&SBB

乙
と
は
、
f
.
通

f

な

芝

f

と

I
.
でょ
らぅ
。

.殊
宗

世

I

f
 
f

的

の

養

I

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て

こ
の

.こ
と
は
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
榥
る

0菇〕

バ 

：

.

：

■
 

8

本
誌
第
一
一
‘十
七
卷
第'1

號
所
膝"

、拙
稿「

ハV

サ
同
■

於
け
る
中
他
的
_

」

一
.担
一
1
五
5

1

0
 

然
し
、
吏
に
一
步
を
I

て
海
へ
I

ば
、
ぐ
の
他
所
乾
、
漂
浪
の
民
は
、
.
'い
づ
れ
か
ら
來
た
の
で
あ
る
か
。
結
局
こ
の
流
浪
と
.
 

い
‘

は
、
_

人

ロ

醫

t

m

l

か
。
ジ
ィ
^
ェ
i

は
、
し
w

l

、
.I

I

は
通
說
の 

如
<-
-、
ど
ひ
人
口
過
剩
の
母
體
S

t
と
こ
ろ
.の
#
癒
的
農
業
經
濟
と
關
聯
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
し
て
の
み
理
解
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な 

る
と
..批

刹

を
加
.へ
て.居

る

。3

そ
こ
に
は
、M.
等
こ
れ
を
靈
す
べ
き
理
出
の
？

る
こ
と
を
見
な
い
。
考
ろW

匕
の
ヒ
レ
ン
ヌ
の
否 

宛
論
こ
そ
.奇

管

■

と
做
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
點
ジ
ィ
フ
ェ
キ
ン
ク
の
批
判
は
.一
止
し
い
と
、證
に
は
考
へ
ら
れ
ミ
匕
レ
ン
ヌ 

■

し
い
解
_

,

に
と
で
山
安
ん
り
乍
ら
ノ
象
に
恳
を
得
な
か
つ
た
も
の
と
哀
は
紅
ば
营
な
い
0 

.
然
し
尙
ジ
ィ
フ
"
キ
ン
ク 

CO
,批
判
そ
'そ
れ
が
■

的
斜
建
的
I

經
於
の
一
解
體
勝
I

し
て
の
商
人
の
發
注
に
關
す
る
も
の
と
し
て
の
み
で
I

!

さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
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H
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5S-
た
t

t !
:
議

人
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.中

.世
'西
欧
に
於
げ
a；
商
業
の
復
活
：
：
 

5

0 ' 

. 

C

丸
八
六) 

ら
で
办
る
が
.故
に
、.：本
稿
に
於
い
て
こ
れ
等
0'
叙
述
を
省
_
し
て
も
本
^'
で
：あ
ら
ラ
0-
:

h 

¥祗
商
業
の
，先
騮
的
擬
當
者
た
るPeripatetic m

e
r
d
l
l

は
、
そ
の
旅
程
め
中
途
に
於
：い
て
、
あ
た
は
率
節
に
ょ
っ
て
交
通
路
を 

と
ざ
あ
れ
た
時
に
於
い
て
、
そ
の
商
業
組
織
上
當
然
可
1
的
安
全
且
っ
便
利
の
地
點
に
宿
營
し
ノ
や
が
て
、
'そ
れ
を
財
貨
1 :
集
地
點
と 

し
、
聚
落
と
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
羅
馬
の
.舊
都
市
及
.び
城
寒
で
あ
っ
た
。
と
云
ふ
の
は
、
§

の
欲
求
す
る
自
然 

的
條
仲
に
適
合
す
る
も
の
が
、
右
の
場
所
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
。
然
し
勿
論
こ
れ
に
限
っ
た
も
の
で
な
く
、
例

へ
ば
ネ
エ
デ 

ル
ラ
ン
ト
に
於
呔
る
も
の
は
、
古
^:
都
苽
と
の
傅
來
的
關
聯
な
き
も
の
で
あ
る
を
普
通
と
し
た
。
そ
れ
は
謂
は
.
V新
都
市
の
贿
涉
た
る 

も
の
で
あ
る
。
が
、
.匕
れ
等
も
亦
、
.ビ
レ
シ
ヌ
に
據
れ
ば
、
こ
の
處
女
地
に
建
設
せ
ら
れ
た
が
故
に
然
る
の
で
は
な
く
し
て
、
嘗
て
の 

ノ
ル
：マ
ン
の
.隱
略
後
に
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
防
|
|
エ
事
を
施
せ
る
11
1

0
の
#
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ブ
ル
ク
の
，周
園 

に
.做
人
は
聚
，合
し
た
の
で
あ
つ
た
。
と
は
一
其
へ
、
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
ブ
ル
ク
か
ら
都
市
が
發
生
し
た
と
做
す
の
は
正
確
で
な
；

S

の
で 

あ
っ
て
、
都
市
は
ブ
ル
ク
の
近
接
地
に
發
生
し
、
ブ
ル
ク
か
ら
發
展
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
，と
湃
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
.ぢ
ブ
ル■

ク 

は
單
に
堪
事
的E

的
の
み
を
持
っ
も
の
で
あ
り
そ
の
大
さ
は
固
宠
的
で
あ
る
に
反
し
、
商
人
聚
落cportus )

は
商
業
に
ょ
っ
て
の
み
形 

成
^
ら
れ
そ
6
沿
動
の
旺
盛
と
な
る
に
從
ひ
そ
の
境
域
を
擴
大
し
遂
に
：は
古
代
.の
城
塞
を
そ
の
中
に
と
り
入
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ 

る
A 
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C
1
9
2
9
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N
o
.
1
.'pp. 

2
7
-s.

ピ
レ
ン
ヌ
は
袞
ふ
、
こ
の
最
初
.の
聚
落
は
九
世
紀
以
降
多
數
開
亂
さ
れ
た
市
場
の
存
在
に
蕋
く
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が 

あ
る

。
' 然
し
そ
れ
は
妥
當
な
も
の
で
は
な
い
。
，何
と
な
れ
ば
力
ロ
リ
ン
ガ
朝
時
代
の
市
場
は
、
；
そ
.の
近
隣
の
農
民
及
び
僅
少
の
行
商
人

tasi

の
訪
れ
る
地
方
的
市
場
に
過
ぎ
な
い
の
で
I

。
從
っ
て
商
業
人
口
を
誘
¥

る
に
足
る
程
度
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
し
、
更
に
、、
こ

る
か
ら
■で
ぁ
る
と
。
次
ぎ
に
こ
れ
が
市
場
で
は

i
く
定
W
市
場
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
.寒
實
多
數Q

定
期
市
は
通
だ
策
要
な
る
も
の
で
あ
つ
た
供
へ
ば
フ
ラ
ン
ダ
ァ
ス
に
が 

け
る
ト
ゥ
ウ
ド
ウ
や
メ
ッ
シ
ン
の
如
き
、
佛
蘭
西
の
バ
ア
-
ス
ゥ
ル
”
ォ
オ
ブ
や
ラ
ー
ー
ィ
の
如
き
、
十
二
世

I

ま
I

世
交
恩
の
主 

.要
屯
心
地
で
あ
っ
た
。
し
か
も
を
等
の
場
所
が
都
市
た
る
に
値
し
な
い
地
點
に
な
っ
て
®
る
こ
と
は
、
そ
れ
等
の
靈
力
が
如
何
程 

太
な
る
も
.の
で
あ
つ
.た
に
せ
よ
、
交
^
の
.固
定
に
必
要
な
永
久
的
性
質
を
缺
く
が
故
に
外
な
ら
な
い

.

こ
れ
に
反
し
ヴ
ノ
ム 

シ
パ
す
ァ
、
マ
ィ
.ン
ッ
の
如
き
は
'
痛

市

I

す
る
こ
と
I

つ
I

市
で
I

。
そ
れ
故
に
、
商
人
聚
落
に
ど
？

件
ば
1
羅
馬
膂
都
市
又
は
城
寒
地
に
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
の
ま
擎
的
位
置
で
あ
る
と
ビ
レ
ン
ヌ
は
論
じ
て
居
る
。
§
\ 

.

,

,

 

-
.
.
自
然
的
條
仲
を
轰
し
#
ぬ
来
讓
篇
會
に
於
い
て
は
、
先
づ
以
'つ
て
こ
れ
に
順
應
^
^ ̂

そ
れ
に
從
つ
て
_

を 

規
制
す
‘る
。
約
言
す
れ
ば
、
中
世
に
於
け
る
右
の
聚
落
は
自
然
環
境
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
.れ
る
も
の
で
あ
っ
だ
。
而
し
て
十
世
紀
以
降 

憲
巴
に
於
け
.る
商
業
復
沿
の
進
化
と
共
に
、羅
馬
の
锴
都
市
内
に
、
叉
は
城
塞
の
傍
に
設
け
ら
れ
た
庇
人
聚
落
は
そ
の
成
長
を
見
る 

..に
至
つ
た
。
經
濟
的
靈
力
の
旺
盛
I

よ
つ
て
聚
落
人
口は

！？

加
し
た
。
'殊
l

i
け
ら
れ
I

れ
は
、
當

然

象

f

に
と
っ 

て
最
f
有
利
盔
點
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の§

加
は
多
大
で
あ
っ
た
。
從
っ
.て
、
ピ
レ
シ
ヌ
は
！

に

1

般
に
或
る
地-

K

の
大
商
業

都
市
は
最
古
な
■も
の
で
あ
る
こ
と
の
說
明
が
存
す
る
と
云
ふ
O

S

:
: 

: 

,

(

36) 

.op.. cit:

-cl.p'141-4..

、

(

37)

_ .wbenda,

. 

p
,
145...

'
上
I

如
く
、
と
れ
等
羅
馬
舊
都
市
に
：於
け
る

、
又
裏
壁
の
傍
に
於
け
る
商
人
聚
落
が
、
必
ず
し
も
す
ベ
て
商
業
中
心
地
と
雙

1 '
1
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九
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5l

.
中
世
西
欧
に
於
け
.る
：

商
業
0.
彼
活
：

「 

；
0
モ

(

九
/ \

6 

や

が

で

‘
都

市

と

な

る

と

は

限

6>
;
-な
：
如0 -
た
0:
匕
の
運
命
に
陷
る
も
の
.、
そ
れ
は
：ビ
' 
レ
ン
.又 ：.

办
言
葉
を
以
で
す
れ
ば
、「

そ
の
位
齔
が
商
業
.
 

巾
心
地
た
る
に
^
せ
ざ
り
し
も
の
.

」

で
あ
つ
た
P

即
ち
中
世
の
®:
園
經
濟
の
下
に
於
い
て
、
そ
の
：有
す
る
富
と
勢
力
と
を
以
つ
て
蒂
名 

た
り
し
も
の
も
、
'交
通

轮
線
か
ら
遠
く

相
._

れ
て
位
置
し
、
.從
つ
て
か
の
經
濟
的
復
活
に
よ
つ
て
の
’影
響
を
受
く
る
こ
と
な
か
つ
た
場 

合
に
は

ff
々
牛
ば
農
扨
的
な
市
場
都
市
以
上
に
/1
5;
づ
る
，こ
と

:̂
-

か
つ
た
の
で
あ
るo

然
し
？:
の
こ
と
は
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
據
れ

ば
、
都 

市
ベ：
の
.進
展
の
過
程
に
於
W
て
、
C
の
舊
都
帘
と
域
塞
-i
が
單
に
補
助
的
機
能
の
A
を
挣
っ
と
v>
ふ
こ
：と
を
承
す
に
適
切
な
る
も
の
、で 

は
：な

いゆ
で
あ
.る
。
即
ち
、都
市
勃
興
期
の
社
會
組
織
：と
は
全
く
異
れ
る
社
會
秩
序
に
.適
應
し
て
居
た
と
こ
ろ
で
、做
都
市
は
そ
れ
自 

ら
の
力
に
.よ
.つ
.，て
都
市
た
り
得
る
こ

と
は
出
來
な
い
もの ..

で
あ
る
.
o
,と
，云
ふ
の
ば
、
都
市
は
；、
謂
^

e
商
業
活
，動
の
結
晶
點
と
も
云
ふ 

へ
き
ぢ
め
で
あ

り

、

而
し
て
この

商
業
沿
動
た
る
や
羅
馬
の
舊
都
市
や
城
塞
か
ら
坐
じ
た
も
の
.で
.は
な
く
、
/そ
れ
は
、そ
0 .

外
部
か
ら
こ
.. 

れ
等
舊
郤.市
や
城
寒
に
窗
ら
さ
れ
.、'
そ
：.の
際
有
利
な
地
.位

上(0
條
件
が
加
は
つ
で
.郡
市
,̂
な
つ
た
も
の
と
：云
は
ね
ば
な
ら
な
い
か

％
.
:
 

從
つ
て
务
®
市
や
城
塞
が
稍
市
發
展
過
樺
に
於
い
て
演
ず
る
役
割
は
謂
：は
P
受
動
的
を
も
の
と
^
は
.ね
ば
な
：ら
な
いC

即
ち
都
市
發
肢 

の
經
竭
を
迪
る
場
合
、
舊
郤
市
外
の
商
業
聚
落
は
、
封
建
的
ブ
ル

.ク
よ
り
％
遙’か
に
重
耍
な
位&
を
占
め
；て.罟
る
.の
.で
あ
り
、
こ
£ :
'
亂

#
こ
そ
能
動
的
要
素
た
る
も
の
で
あ
つ
た
，0
從
づ
て
こ
の
點
に
、
經
濟
的
復
活
の
紘
粜
た
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
都
市
生
活
の
洱
興
は
說 

明
.せ
^
れ
み
の
で
あ
'̂

と
0
38
>

;
-

'こ
の
能
動
的
役
割
を
演
ず
る
舊
都
市
外
の
商
業
聚
落
は
交
易
の
：活
況
を
，呈
す
る
と
共
に
そ
の
外
敵
.防
禦
の
必
，要
か
ら
し
て
®
廓

を

.

課 

ぐ
る
に
室
つ
；た
。
即
ちbcvus bur

oqu
s

形
成
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
.し
て
そ
れ
の
中
世
都
市
へ
の
.轉
化
-
更
に
こ
の
都
取
內
に
於
け
る 

tr
人
に
就
^
て
そ
れ
等
は
、
す
べ
て
前
記
理
出
に
邀
き
こ
こ
で
は
割
愛
し
て
よ
い
で
あ
ら
ぅ
。 
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I

火

當

が

ら

十
一
世
紀
に
於
け
る
西
歐
羅
巴
の
商
業
の
，.復
活
を
、
，そ'し
'て
.そ
れ
に
限

.り
：に
於
い
て
中
世
都
市
の
發
.生
^

'以
上
の
如
く
.

f想

，て
、
'こ
こ
.

I雲
は
次
の
.

I
に

蒙

1

こ

け

^

^

即
ち
：、.

I
筆
考
は
'一
0
の
I
 

.集
解
の

.？

s

h
來

っ

忘

らI

為
。
I

I

の
ブ
ル1

設
$
^

:

き

か

否

か

：
の

i
®
K

あ
つ
たi

れ
は
ま
たI

都
市
■

光
都
市
I

放
の
逸
^
^

しu

の

麗

は

ツ

實

ゎ

と

：こ
_

世
黎
の
撿
討
行
ば
：れ謹
に

:*
i

背

方

る

眾

:以
っ
て
本
稿
を
結
ぶ
ポ
上
、
’こ
れ
に
，對
し
，

S

定
f
 .が
ら
答
.へ
て
置
き
た
.い
と
思
.ふ
。
へこ■の
：解
答
の
爲S

、
.以
下
に
於
い
て
中
世

都

市

と

は

、
，本
稿
の

.醫

と
し
た
商

業

復

活

期

に

考

.る
そ

机
を
指
す
■

崖

, 

■

い

民

純

粹
に

.都
市
の
內
的
發
M
の
跡
を
の
、み
、迪
る
場
合
に
は
、
當
然
、
古
代
都
市
ょ
り
中
世
都
市
へ
の
霞
の
繼
績
は
認
め
ら
れ 

'る
.で
あ

ら

，う
。
.中
遭

市

丨

素

ょ

り

：こ
.の
.場
令

右

.の
，局
：限
せ
ら
れ
た
意
味
の
I

が
羅
馬
の
舊
都
市
の
上
に
、
勿
論
萝
和
市
の
全 

1i
5
が

で

は
な

い

^
れ

ど

、

苒

興

し

た

と
.
^見
，ら
: ^

る
こ

と

は

.
、と

の

兩

者

，の
間

；it「

傳
來
の
^
.き
つ
な
ぎ
の
.絲
；

」
の..

す

在
す
Z
こ

と

を

 ̂

認
せ

し

め

る

為

蕾

.ち

.う
O

Mに
は

.，

，粟

ン

：5
:i
J
Hや
う
：に
、

十U代
都
市
は
行
.政
中
*
地
で
あ
一

っ

た

。

，こ
れ
は
中
世
に
於
い
て

も
、
整

：都
市
に
於
い
セ
特
に
そ■

變

殘

存

す

る

も

含

一
S

袞

な

ら

彥

.商
人
聚
落
に
於
い
て
は
い
，
こ
れ
を
見
出
す

|

「

が
：.困
難
で
あ
ら
う
::
9
と
、は
承
へ
ナ 

新
た 

政

る

泰

8

け
た
と
き
、
，.そ
S

S

の
中
心
f

l

っ
為

.義

か

S

:
へ
る
I

鑌
は
と
れ
を
見
出
す
^

と
が
出
來
ょ
う
？
然
し
で
^

を
と
衫
迪
す
£

と̂

、
.
‘上
.
記
；の
眼
定
を
越
べ
，：て
房
る
か
と
考
べ
ち
れ
る
ゃ

と
も
あ
れ
、か
く
の
.如
く」

行
政
中
心
地
と
t
-t
そ
の
發
展
の
、繼
續
を
:*
f

す
る
#
ら
试
、
一
そ
：こ
|

冲

翦

市
'の

奮

は

.何
等
表 

月
さ
^
て
吾
^
い
と
去
^

ば̂
な
ち
^
い
で
あ
’令
ジ
'
:0
*

「

質
的
に
全
く
紅
た
な 

中
世
西
歐
に
於
け
る
商
業—

の
.復

满

-業
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